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中
国
研
究
集
刊 

號
号
（
総
五
十
六
号
）
平
成
二
十
五
年
六
月　

一
九
七
︱
二
三
〇
頁

陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注（
七
・
了
）

清
水
洋
子

は
じ
め
に

　

本
編
は
、
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注
の
第
七
稿
で
あ

る
。
古
法
篇
を
対
象
と
し
た
「
陳
士
元
『
夢
占
逸
旨
』
内
篇
訳
注

（
六
）」（『
中
国
研
究
集
刊
』
剣
号
（
第
五
十
五
号
）、
大
阪
大
学

中
国
哲
学
学
会
、
二
〇
一
二
年
）
に
続
き
、
本
編
で
は
感
変
篇
を

訳
注
の
対
象
と
す
る
。

凡
例

・ 『
夢
占
逸
旨
』
の
底
本
は
、
陳
士
元
撰
『
帰
雲
別
集
』（
道
光
十

三
年
応
城
呉
毓
梅
校
刊
同
治
十
三
年
修
補
本
）
所
収
本
（
以

下
、「
帰
本
」
と
称
す
）
を
使
用
し
、
呉
省
蘭
輯
『
芸
海
珠
塵
』

（
民
国
五
十
七
年
台
北
芸
文
印
書
館
景
嘉
慶
中
南
匯
呉
氏
聴
彜

堂
刊
本
）
所
収
本
（
以
下
、「
芸
本
」
と
称
す
）
を
校
本
と
す

る
（
注
1
）

。

・ 

本
文
に
は
【
原
文
】【
書
き
下
し
文
】【
現
代
語
訳
】【
語
注
】

を
付
し
、
注
に
は
【
原
文
】【
書
き
下
し
文
】
を
付
す
。

・ 

底
本
と
校
本
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、【
原
文
】
中
の
傍
線
部

と
丸
数
字
と
で
示
し
、【
校
異
】
で
詳
細
（
校
訂
を
要
す
る
場

合
な
ど
）
を
挙
げ
る
。

・ 

旧
字
体
や
異
体
字
は
、
必
要
な
場
合
を
除
き
新
字
体
に
改
め

た
。

・ 
文
意
の
補
足
は
〔　

〕
で
、
注
記
は
（　

）
で
示
し
た
。

・ 

注
の
引
用
文
に
出
拠
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
可
能
な

限
り
補
い
、【
書
き
下
し
文
】
の
中
で
示
し
た
。

・ 

注
の
引
用
文
に
は
、
翻
案
あ
る
い
は
誤
引
と
思
わ
れ
る
も
の
も

（ 197 ）



あ
る
。
参
考
と
し
て
、
出
拠
の
原
文
を
本
編
末
の
注
に
付
す
。

感
変
篇
第
十

【
原
文
】  

本
文　

感
変
九
端
、
疇
識
其
由
然
哉
、

注　

列
子
、
不
識
感
変
之
所①

由
起
者
、
事
至
則
惑
其
所
由
然
、

識
感
変
之
所
起
者
、
事
至
則
知
其
所
由
然
、
知
其②

所
由

然
、
則
一
体
之
盈
虚
消
息
、
皆
通
於
天
地
、
応③

於
物
類
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
所
起
者
」
と
す
る
。

②
こ
こ
で
は
芸
本
、『
列
子
』
に
従
い
「
其
」
を
補
っ
た
。

③ 

帰
本
は
「
之
応
因
物
類
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
列

子
』
に
従
い
、「
応
於
物
類
」
に
改
め
た
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

感か
ん
ぺ
ん変

九き
ゅ
う
た
ん

端
、
疇た

れ

か
其
の
由よ

り
て
然し

か

る
を
識し

る
や
。

注　
『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
感
変
の
由
り
て
起
こ
る
所
を
識
ら

ざ
る
者
は
、
事
至
れ
ば
則
ち
其
の
由
り
て
然
る
所
に
惑

う
。
感
変
の
起
こ
る
所
を
識
る
者
は
、
事
至
れ
ば
則
ち
其

の
由
り
て
然
る
所
を
知
る
。
其
の
由
り
て
然
る
所
を
知
れ

ば
、
則
ち
一
体
の
盈
虚
消
息
、
皆
な
天
地
に
通
じ
、
物ぶ

つ
る
い類

に
応
ず

（
注
2
）

。

【
現
代
語
訳
】

感
変
（
物
に
応
じ
て
動
く
変
化
）
の
九
つ
の
端
緒
に
つ
い
て
、

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
わ
か
る
だ
ろ
う
か
。

【
語
注
】

○
感
変
九
端
…
…
本
来
「
感
変
」
は
、
人
間
の
精
神
と
肉
体
が

様
々
な
事
象
と
接
触
す
る
こ
と
で
起
き
る
変
化
を
い
う
。「
夫
変

化
云
為
、
皆
有
因
而
然
。」（『
列
子
』
張
湛
注
）
こ
こ
で
の
「
感

変
九
端
」
は
、
こ
う
し
た
様
々
な
「
感
変
」
の
中
で
も
占
夢
に
お

い
て
知
る
べ
き
変
化
の
端
緒
が
九
種
あ
る
（
後
出
）、
と
の
意
味

で
取
る
。
○
疇
…
…
こ
こ
で
は
反
語
で
は
な
く
疑
問
と
し
て
読

む
。『
尚
書
』
虞
書
・
舜
典
に
「
帝
曰
、
疇
若
予
工
（
帝
曰
く
、

疇た
れ

か
予わ

が
工た

く
みを

若と
と
のえ

ん
）」（
帝
が
い
っ
た
、「
誰
が
余
の
工
業
を

整
え
る
か
。」）
と
あ
る
。
○
不
識
感
変
之
所
起
者
、
事
至
則
惑
其

所
由
然
…
…
自
身
の
精
神
が
何
と
接
触
し
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を

き
た
し
た
か
が
充
分
に
わ
か
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
実
際
に
事
が
起

こ
っ
た
と
き
に
、
理
由
が
〔
自
身
に
あ
る
こ
と
が
〕
わ
か
ら
ず
戸

惑
う
と
い
う
こ
と
。「
夫
変
化
云
為
皆
有
因
而
然
、
事
以
未
来
而

不
尋
其
本
者
、
莫
不
致
惑
。」（『
列
子
』
張
湛
注
）
○
識
感
変
之
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所
起
者
、
事
至
則
知
其
所
由
然
…
…
自
身
の
精
神
が
何
と
接
触
し

て
ど
の
よ
う
な
変
化
を
き
た
し
た
か
が
充
分
に
わ
か
っ
て
い
れ

ば
、
実
際
に
事
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
そ
の
理
由
も
わ
か
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
。「
知
八
徴
六
候
之
常
化
也
、是
則
識
其
所
由
矣
。」

（『
列
子
』
盧
重
玄
解
）
○
一
体
之
盈
虚
消
息
、
皆
通
於
天
地
、
応

於
物
類
…
…
「
一
体
」
は
人
体
、「
盈
虚
消
息
」
は
事
物
の
生
滅

を
言
う
が
、
こ
こ
で
は
人
間
の
心
身
に
お
け
る
陰
陽
の
気
の
変
動

を
指
す
。「
天
地
盈
虚
、
与
時
消
息
。」（『
易
』
豊
）、「
消
息
盈

虚
、
終
則
有
始
。」（『
荘
子
』
秋
水
）
陰
陽
の
気
を
通
じ
て
天
地

と
通
ず
る
人
間
に
は
、
万
物
と
の
接
触
に
よ
っ
て
様
々
な
反
応
変

化
が
起
こ
る
こ
と
を
言
う
。「
物
類
」
は
物
の
種
類
、
万
物
。

【
原
文
】  

本
文　

一
曰
気
盛
、
二
曰
気
虚
、
三
曰
邪
寓
、
四
曰
体
滞
、
五
曰

情
溢
、
六
曰
直
協
、
七
曰
比
象
、
八
曰
反
極
、
九
曰
厲

妖
、
何
謂
気
盛
、
陰
気
盛
、
則
夢
渉
大
水
而
恐
懼
、
陽
気

盛
、
則
夢
大
火
而
燔
焫
、
陰
陽
倶
盛
、
則
夢
相
殺
、
上
盛

則
夢
飛
、
下
盛
則
夢
堕
、
甚
饑
則
夢
取
、
甚
飽
則
夢
予
、

肝
気
盛
則
夢
怒
、
肺
気
盛
則
夢
恐
懼
哭
泣
飛
揚
、
心
気
盛

則
夢
喜
笑
恐
畏
、
脾
気
盛
則
夢
歌
楽
身
体
重
不
挙
、
腎
気

盛
則
夢
腰
脊
両
解
不
属
、
短
虫
多
則
夢
聚
衆
、
長
虫
多
則

夢
相
撃
毀
傷
、
此
気
盛
之
夢
、
其
類
可
推
也
、

注　

気
盛
之
夢
十
有
五
、
詳
見
黄
帝
霊
枢
経
淫
邪
発
夢
篇
、
幷

内
経
脈
要
精
微
論
、
但
霊
枢
経
無
短
虫
長
虫
二
夢
、
内
経

無
心
脾
腎
三
夢
、
陰①

気
感
人
盛
則
夢
大
水
至
夢
与
夢
取
五

句
出
列
子
、

【
校
異
】

① 

芸
本
は
「
列
子
曰
、
陰
気
壮
則
夢
渉
大
水
而
恐
懼
。
陽
気
壮
則

夢
大
火
而
燔
焫
、
陰
陽
倶
壮
則
夢
生
殺
、
甚
飽
則
夢
予
、
甚
飢

則
夢
取
」
と
す
る
。

︱
①
が
示
す
本
文
の
中
で
も
、「
上
盛

則
夢
飛
、
下
盛
則
夢
堕
」
の
句
は
『
列
子
』
で
は
な
く
『
黄
帝

霊
枢
経
』
淫
邪
発
夢
篇
に
見
え
る
。
ま
た
、
本
節
本
文
の
「
陰

気
盛0

」「
相0

殺
」
も
『
黄
帝
霊
枢
経
』
と
一
致
す
る
た
め
、
直

接
の
出
拠
は
『
黄
帝
霊
枢
経
』
と
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
文
が
『
黄
帝
霊
枢
経
』
を
引
用
し
な
が
ら
、

注
で
そ
の
出
拠
を
『
列
子
』
と
明
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
わ

ゆ
る
自
注
が
、
実
は
陳
士
元
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
を
示
唆

す
る
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

一
に
曰
く
気き

盛せ
い

、
二
に
曰
く
気き

虚き
ょ

、
三
に
曰
く
邪じ

ゃ
ぐ
う寓

、
四

に
曰
く
体た

い
て
い滞

、
五
に
曰
く
情じ

ょ
う
い
つ溢

、
六
に
曰
く
直

ち
ょ
く
き
ょ
う

協
、
七

に
曰
く
比ひ

し
ょ
う象

、
八
に
曰
く
反は

ん
き
ょ
く極

、
九
に
曰
く
厲れ

い
よ
う妖

。
何
を
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か
気
盛
と
謂
う
。
陰
気
盛
ん
な
れ
ば
、
則
ち
大
水
を
渉わ

た

ら

ん
と
し
て
恐
懼
す
る
を
夢
む
。
陽
気
盛
ん
な
れ
ば
、
則
ち

大
火
あ
り
て
燔は

ん
ぜ
つ焫

す
る
を
夢
む
。
陰
陽
倶と

も

に
盛
ん
な
れ

ば
、
則
ち
相
い
殺
す
を
夢
む
。
上
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
飛
ぶ

を
夢
み
、
下
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
堕
つ
る
を
夢
む
。
甚
だ
饑

う
れ
ば
則
ち
取
る
を
夢
み
、
甚
だ
飽
け
ば
則
ち
予あ

た

う
る
を

夢
む
。
肝
気
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
怒
る
を
夢
む
。
肺
気
盛
ん

な
れ
ば
則
ち
恐
懼
し
哭
泣
し
飛
揚
す
る
を
夢
む
。
心
気
盛

ん
な
れ
ば
則
ち
喜
笑
し
恐
畏
す
る
を
夢
む
。
脾
気
盛
ん
な

れ
ば
則
ち
歌
楽
し
身
体
重
く
挙
が
ら
ざ
る
を
夢
む
。
腎
気

盛
ん
な
れ
ば
則
ち
腰よ

う
せ
き脊 

両ふ
た

つ
な
が
ら
に
解
か
れ
て
属
せ

ざ
る
を
夢
む
。
短
虫
多
け
れ
ば
則
ち
聚
衆
す
る
を
夢
み
、

長
虫
多
け
れ
ば
則
ち
相
撃
ち
て
毀
傷
す
る
を
夢
む
。
此
れ

気
盛
の
夢
、
其
の
類
推
す
べ
き
な
り
。

注　

気
盛
の
夢
十
有
五
、
詳く

わ
しく

は
『
黄
帝
霊
枢
経
』
淫
邪
発
夢

篇
（
注
3
）

、
幷な

ら

び
に
『
内
経
』
脈
要
精
微
論
に
見
ゆ

（
注
4
）

。

但
し
『
霊
枢
経
』
に
短
虫
・
長
虫
の
二
夢
無
く
、『
内
経
』

に
心
・
脾
・
腎
の
三
夢
無
し
。「
陰
気
感
人
盛
則
夢
大
水

（
陰
気
の
人
に
感
ず
る
こ
と
盛
ん
な
れ
ば
則
ち
大
水
を
夢

む
）」
よ
り
「
夢
与
夢
取
（
夢
に
与
え
夢
に
取
る
）」
に
至

る
五
句
は
『
列
子
』
に
出
ず

（
注
5
）

。

【
現
代
語
訳
】

一
に
気
盛
、
二
に
気
虚
、
三
に
邪
寓
、
四
に
体
滞
、
五
に
情

溢
、
六
に
直
協
、
七
に
比
象
、
八
に
反
極
、
九
に
厲
妖
で
あ
る
。

何
を
気
盛
と
言
う
の
か
。
陰
気
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
大
き
な
川
を

越
え
よ
う
と
し
て
、
お
そ
れ
る
夢
を
見
る
。
陽
気
が
盛
ん
で
あ
れ

ば
、
大
火
事
が
あ
り
焼
か
れ
る
夢
を
見
る
。
陰
陽
の
気
が
と
も
に

盛
ん
で
あ
れ
ば
、
殺
し
あ
う
夢
を
見
る
。〔
身
体
の
〕
上
部
〔
の

気
〕
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
飛
ぶ
夢
を
見
る
し
、
下
部
〔
の
気
〕
が

盛
ん
で
あ
れ
ば
落
ち
る
夢
を
見
る
。
ひ
ど
く
飢
え
た
場
合
で
あ
れ

ば
、
人
か
ら
取
る
夢
を
見
る
し
、
飽
き
足
り
て
い
る
場
合
な
ら

ば
、
人
に
与
え
る
夢
を
見
る
。
肝
気
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
怒
る
夢
を

見
る
。
肺
気
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
恐
れ
お
の
の
い
て
哭
泣
し
た
り

飛
ん
だ
り
す
る
夢
を
見
る
。
心
気
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
喜
び
笑

い
、
何
か
に
恐
れ
を
抱
く
夢
を
見
る
。
脾
気
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、

歌
い
楽
し
む
も
、
身
体
が
重
く
て
あ
が
ら
な
い
夢
を
見
る
。
腎
気

が
盛
ん
で
あ
れ
ば
、
腰
（
下
半
身
）
と
背
骨
（
上
半
身
）
が
離
れ

ば
な
れ
に
な
っ
て
繋
が
ら
な
い
夢
を
見
る
。
短
虫
が
多
け
れ
ば
、

人
が
集
ま
る
夢
を
見
る
。
長
虫
が
多
け
れ
ば
〔
誰
か
と
〕
殴
り

合
っ
て
負
傷
す
る
夢
を
見
る
。
こ
れ
が
気
盛
の
夢
で
あ
り
、
そ
の

類た
ぐ
いの

も
の
は
推
測
で
き
る
。
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【
語
注
】

○
気
盛
…
…
五
臓
に
お
け
る
気
が
余
り
あ
る
こ
と
で
み
る
夢
。
○

気
虚
…
…
五
臓
に
お
け
る
気
が
不
足
す
る
こ
と
で
み
る
夢
。
○
邪

寓
…
…
邪
気
が
五
臓
や
他
の
器
官
に
侵
犯
す
る
こ
と
で
み
る
夢
。

○
体
滞
…
…
身
体
に
対
す
る
外
的
刺
激
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
で
み

る
夢
。
○
情
溢
…
…
過
度
な
感
情
の
高
ま
り
か
ら
み
る
夢
。
○
直

協
…
…
夢
で
見
た
も
の
と
覚
醒
後
に
見
る
も
の
が
一
致
す
る
こ
と
。

○
比
象
…
…
象
徴
的
な
夢
。
○
反
極
…
…
夢
に
見
た
こ
と
と
反
対

の
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
。
○
厲
妖
…
…
悪
鬼
が
と
り
つ
く
こ
と
で

み
る
夢
。
○
肝
気
盛
則
夢
怒
～
心
気
盛
則
夢
喜
笑
恐
畏
…
…
夢
の

内
容
に
よ
っ
て
疾
病
の
あ
る
部
位
を
特
定
し
、
気
が
過
剰
で
あ
る

状
態
を
治
癒
す
る
と
い
う
臨
床
的
知
識
に
基
づ
く
。
人
の
精
神
活

動
と
五
臓
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』
に
「
人
有

五
臓
、
化
五
気
、
以
生
喜
怒
悲
憂
恐
。
…
怒
傷
肝
…
喜
傷
心
…
思

傷
脾
…
憂
傷
肺
…
恐
傷
腎
。」（
陰
陽
応
象
大
論
）
と
あ
る

（
注
6
）

。

○
大
火
而
燔
焫
…
…
大
火
事
で
身
を
焼
く
こ
と
。
○
短
虫
・
長
虫

…
…
不
明
。
ま
た
、
虫
が
気
盛
と
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
く
か
に
つ

い
て
も
定
か
で
な
い
。
段
成
式
『
酉
陽
雑
俎
』
に
は
「
歓
喜
根
虫

能
見
衆
夢
」（
巻
三
）
の
よ
う
に
虫
が
夢
見
に
関
わ
る
内
容
が
見

え
る

（
注
7
）

。

【
原
文
】  

本
文　

何
謂
気
虚
、
肺
気
虚
則
使
人
夢
見
白
物
、
見
人
斬
血
籍

籍
、
得
其
時
則
夢
見
兵
戦
、
腎
気
虚
則
使
人
夢
見
舟
船
・

溺
人
、
得
其
時
則
夢
伏
水
中
、
若
有
畏
恐
、
肝
気
虚
則
夢

見
菌
香
・
生
草
、
得
其
時
則
夢
伏
樹
下
、
不
敢
起
、
心
気

虚
則
夢
見
救
火
・
陽
物
、
得
其
時
則
夢
燔
灼
、
脾
気
虚
則

夢
飲
食
不
足
、
得
其
時
則
夢
築
垣
蓋
屋
、
此
気
虚
之
夢
、

其
類
可
推
也
、

注　

五
臓
気
虚
十
夢
、
詳
見
内
経
盛
衰
論
、
蓋
陽
気
有
余
、
陰

気
不
足
故
也
、

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

何
を
か
気
虚
と
謂
う
。
肺
気
虚
な
れ
ば
則
ち
人
を
し
て
夢

に
白
き
物
を
見
、
人
を
し
て
斬
血
籍せ

き
せ
き籍

た
る
を
見
せ
し

め
、
其
の
時
を
得
れ
ば
則
ち
夢
に
兵
戦
を
見
る
。
腎
気
虚

な
れ
ば
則
ち
人
を
し
て
夢
に
舟
船
・
溺で

き
じ
ん人

を
見
せ
し
め
、

其
の
時
を
得
れ
ば
則
ち
水
中
に
伏
し
、
畏
恐
あ
る
が
ご
と

き
を
夢
む
。
肝
気
虚
な
れ
ば
則
ち
夢
に
菌
香
・
生
草
を

見
、
其
の
時
を
得
れ
ば
則
ち
樹
下
に
伏
し
、
敢
え
て
起
き

ざ
る
を
夢
む
。
心
気
虚
な
れ
ば
則
ち
夢
に
火
を
救
い
陽
物

を
見
、
其
の
時
を
得
れ
ば
則
ち
燔は

ん
し
ゃ
く灼

す
る
を
夢
む
。
脾
気

虚
な
れ
ば
則
ち
飲
食
足
ら
ざ
る
を
夢
み
、
其
の
時
を
得
れ
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ば
則
ち
垣
を
築
き
屋お

く

を
蓋お

お

う
を
夢
む
。
此
れ
気
虚
の
夢
、

其
の
類
推
す
べ
き
な
り
。

注　

五
臓
気
虚
の
十
夢
、
詳
し
く
は
『
内
経
〔
素
問
〕』〔
方
〕

盛
衰
論
に
見
ゆ
。〔
以
下
、『
黄
帝
内
経
素
問
』
方
盛
衰

論
〕
蓋
し
陽
気
余
り
あ
り
て
、
陰
気
足
ら
ざ
る
が
故
な

り
（
注
8
）

。

【
現
代
語
訳
】

何
を
気
虚
と
言
う
の
か
。
肺
気
が
虚
に
な
る
と
夢
に
白
い
物
を

見
た
り
、
人
が
斬
ら
れ
て
流
血
し
バ
ラ
バ
ラ
に
散
ら
ば
る
夢
を
見

さ
せ
る
。
あ
る
時
は
戦
争
を
夢
み
る
。
腎
気
が
虚
に
な
る
と
大
型

小
型
の
船
や
溺
れ
た
人
の
夢
を
見
る
。
あ
る
時
は
水
中
に
潜
り
、

何
か
を
恐
れ
て
い
る
よ
う
な
夢
を
見
る
。
肝
気
が
虚
に
な
る
と
夢

で
香
草
や
草
葉
を
見
る
。
あ
る
時
は
樹
下
に
伏
し
て
、
起
き
あ
が

れ
な
い
夢
を
見
る
。
心
気
が
虚
に
な
る
と
、
火
事
を
消
し
た
り
陽

気
の
盛
ん
な
も
の
（
太
陽
や
雷
）
を
夢
み
る
。
あ
る
時
は
烈
火
に

焼
か
れ
る
夢
を
見
る
。
脾
気
が
虚
に
な
る
と
飲
食
が
足
り
な
い
こ

と
を
夢
に
見
る
。
あ
る
時
は
垣
根
（
ま
た
は
城
壁
）
や
家
屋
を
建

築
す
る
夢
を
見
る
。
こ
れ
が
気
虚
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
類
は
推
測

で
き
る
。

【
語
注
】

○
気
虚
…
…
五
臓
の
気
が
不
足
す
る
こ
と
で
み
る
夢
は
、
五
臓
に

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
五
行
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
。
肺
︱
金

（
白
物
や
武
器
）、
腎
︱
水
（
舟
船
や
溺
人
）、
肝
︱
木
（
菌
香
草

木
）、
心
︱
火
（
救
火
や
陽
物
）、
脾
︱
土
（
築
垣
や
蓋
屋
）。
○

籍
籍
…
…
縦
横
に
散
ら
ば
っ
て
い
く
さ
ま
。
○
救
火
…
…
火
消
し

を
す
る
。「
以
水
救
火
。」（『
墨
子
』
兼
愛
下
）
○
蓋
陽
気
有
余
、

陰
気
不
足
故
也
…
…
陰
気
の
欠
乏
に
よ
っ
て
陽
気
が
相
対
的
に
過

剰
と
な
る
こ
と
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
の
「
虚
」
と
は
、
陽
気
の

不
足
で
は
な
く
陽
気
の
過
剰
を
意
味
す
る

（
注
9
）

。

【
原
文
】  

本
文　

何
謂
邪
寓
、
厥
気
客
於
心
則
夢
見
丘
山
煙
火
、
客
於
肺
則

夢
飛
揚
、
見
金
鉄
之
奇
物
、
客
於
肝
則
夢
山
林
樹
木
、
客

於
脾
則
夢
見
丘
陵
大
沢
、
壊
物①

風
雨
、
客
於
腎
則
夢
臨

淵
、
没
居
水
中
、
客
於
膀
胱
則
夢
飛
行
、
客
於
胃
則
夢
飲

食
、
客
於
大
腸
則
夢
田
野
、
客
於
小
腸
則
夢
聚
邑
街②

衢
、

客
於
胆
則
夢
闘
訟
自
刳
、
客
於
陰
器③

則
夢
接
内
、
客
於
項

則
夢
斬
首
、
客
於
脛
則
夢
行
走
而
不
能
前
及
、
居
深
地
・

窌
・
苑
中
、
客
於
股
肱
則
夢
礼
節
拝
起
、
客
於
胞
䐈
則
夢

溲
便
、
此
淫
邪
之
夢
、
其
類
可
推
也
、

注　

厥
気
襲
内
十
五
夢
、
詳
見
霊
枢
経
、
内
経
云
少
気④

之
厥
令
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人
妄
夢
、 

列
子
、
以
浮
虚
為
疾
者
、
則
夢
揚
、
以
沈
実
為
疾
者
、
則

夢
溺
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
屋
」
に
作
る
。

② 

帰
本
は
「
衝
街
衢
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
黄
帝
霊

枢
経
』
が
「
衝
衢
」
と
す
る
の
に
従
い
改
め
た
。

③ 

帰
本
は
「
衍
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
が
「
器
」
と
す
る

の
に
従
い
改
め
た
。

④ 

帰
本
は
「
陰
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
『
黄
帝
内
経
素
問
』
が

「
気
」
と
す
る
の
に
従
い
改
め
た

（
注
10
）

。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

何
を
か
邪
寓
と
謂
う
。
厥け

つ

気き 

心し
ん

に
客
す
れ
ば
則
ち
夢
に

丘
山
煙
火
を
見
る
。
肺
に
客
す
れ
ば
則
ち
夢
に
飛
揚
し
、

金
鉄
の
奇
物
を
見
る
。
肝
に
客
す
れ
ば
則
ち
山
林
樹
木
を

夢
む
。
脾
に
客
す
れ
ば
則
ち
夢
に
丘
陵
大
沢
、
壊
物
風
雨

を
見
る
。
腎
に
客
す
れ
ば
則
ち
淵
に
臨
み
、
水
中
に
没
居

す
る
を
夢
む
。
膀
胱
に
客
す
れ
ば
則
ち
飛
行
を
夢
む
。
胃

に
客
す
れ
ば
則
ち
飲
食
を
夢
む
。
大
腸
に
客
す
れ
ば
則
ち

田
野
を
夢
む
。
小
腸
に
客
す
れ
ば
則
ち
聚
邑
街が

い

衢く

を
夢

む
。
胆
に
客
す
れ
ば
則
ち
闘
訟
し
て
自み

ず
から

刳さ

く
を
夢
む
。

陰
器
に
客
す
れ
ば
則
ち
接
内
を
夢
む
。
項う

な
じに

客
す
れ
ば
則

ち
斬
首
を
夢
む
。
脛す

ね

に
客
す
れ
ば
則
ち
行
き
走
る
も
前
及

す
る
能
わ
ず
し
て
、
深
地
・
窌

あ
な
ぐ
ら・

苑そ
の

の
中
に
居
る
を
夢

む
。
股
肱
に
客
す
れ
ば
則
ち
礼
節
拝
起
を
夢
む
。
胞ほ

う

䐈ち
ん

に

客
す
れ
ば
溲し

ゅ
う
べ
ん便

を
夢
む
。
此
れ
淫
邪
の
夢
、
其
の
類
推
す

べ
き
な
り
。

注　

厥
気 

内
を
襲
う
の
十
五
夢
、
詳
し
く
は
『
霊
枢
経
』
に

見
ゆ
。『
内
経
』
に
「
少
気
の
厥
は
人
を
し
て
妄
り
に
夢

み
せ
し
む
」
と
云
う

（
注
11
）

。

『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
浮
虚
を
以
て
疾や

ま
いを

為
す
者
は
、
則

ち
揚
が
る
を
夢
む
。
沈ち

ん
じ
つ実

を
以
て
疾
を
為
す
者
は
、
則
ち

溺
る
る
を
夢
む

（
注
12
）

。

【
現
代
語
訳
】

何
を
邪
寓
と
言
う
の
か
。
邪
気
が
心し

ん

に
宿
れ
ば
丘
山
や
煙
火
を

夢
み
る
。
肺
に
宿
れ
ば
夢
に
飛
揚
し
た
り
、
金
鉄
で
で
き
た
珍
物

を
見
る
。
肝
に
宿
れ
ば
山
林
樹
木
を
夢
み
る
。
脾
に
宿
れ
ば
丘
陵

や
大
き
な
沢
、
壊
れ
た
建
物
や
風
雨
を
夢
み
る
。
腎
に
宿
れ
ば
淵

の
前
に
立
っ
た
り
、
水
中
に
沈
ん
で
い
く
夢
を
見
る
。
膀
胱
に
宿

れ
ば
飛
行
の
夢
を
見
る
。
胃
に
宿
れ
ば
飲
食
の
夢
を
見
る
。
大
腸

に
宿
れ
ば
田
野
を
夢
み
る
。
小
腸
に
宿
れ
ば
集
落
や
通
り
の
夢
を
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見
る
。
胆
に
宿
れ
ば
言
い
争
っ
た
り
、
自
分
で
自
分
を
斬
り
つ
け

る
夢
を
見
る
。
生
殖
器
官
に
宿
れ
ば
性
交
の
夢
を
見
る
。
う
な
じ

に
宿
れ
ば
斬
首
の
夢
を
見
る
。
脛
に
宿
れ
ば
走
っ
て
も
前
に
進
む

こ
と
が
で
き
ず
、
深
地
や
窪
地
、
庭
園
の
中
に
い
る
夢
を
見
る
。

股
肱
に
宿
れ
ば
礼
拝
し
て
立
ち
あ
が
る
夢
を
見
る
。
膀
胱
と
直
腸

に
宿
れ
ば
小
便
の
夢
を
見
る
。
こ
れ
が
淫
邪
の
夢
で
あ
り
、
そ
の

類
は
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
語
注
】

○
厥
気
…
…
邪
気
。「
邪
気
客
于
心
、
則
夢
烟
火
、
心
脈
気
短
、

夜
臥
不
寧
。」（
張
元
素
『
医
学
啓
源
』
五
臓
六
腑
除
心
包
絡
十
一

経
脈
証
法
）、「
厥
気
客
於
五
蔵
六
府
、
則
衛
気
独
衛
其
外
、
行
於

陽
、
不
得
入
于
陰
。
行
於
陽
則
陽
気
盛
、
陽
気
盛
則
陽
橋
陥
、
不

得
入
于
陰
、
陰
虚
、
故
目
不
瞑
。」（『
霊
枢
』
邪
客
）「
厥
」
は
病

名
。「
凡
厥
者
、
陰
陽
気
不
相
順
接
、
便
為
厥
。」（
成
無
巳
『
傷

寒
論
注
釈
』
弁
太
陰
病
脉
証
并
治
法
第
十
）
ま
た
、
邪
気
が
下
か

ら
立
ち
あ
が
り
上
部
に
の
ぼ
る
こ
と
で
手
足
が
冷
え
る
病
に
つ
い

て
も
「
厥
」
と
い
う
。「
厥
、
逆
気
従
下
厥
起
上
、
行
入
心
脇
也
。」

（『
釈
名
』
釈
疾
病
）
○
街
衢
…
…
四
方
八
方
に
延
び
た
通
り
。
ち

ま
た
。
○
深
地
窌
苑
…
…
「
深
地
」
は
城
の
周
辺
に
め
ぐ
ら
せ
た

堀
。「
窌
」
は
窪
地
。「
穿
地
曰
窌
。」（『
周
礼
』
考
工
記
・
匠
人

「
囷
窌
倉
城
、
逆
牆
六
分
。」
鄭
玄
注
）
○
客
於
胞
䐈
則
夢
溲
便

…
…
「
胞
䐈
」
は
膀
胱
と
直
腸
。「
胞
、
溲
脬
也
。
䐈
、
大
腸
也
。」

（
張
介
賓
『
類
経
』）「
溲
」
は
小
便
。「
溲
、
小
便
也
。」（『
後
漢

書
』
張
湛
伝
「
遺
失
溲
便
」
章
懐
注
）
○
少
気
之
厥
、
令
人
妄
夢

…
…
「
少
気
」
は
、
三
陽
三
陰
の
脈
が
微
弱
で
体
内
の
気
が
不
足

し
て
い
る
状
態
。「
三
陽
絶
、
三
陰
微
、
是
為
少
気
」（『
素
問
』

方
盛
衰
論
）。
こ
の
「
厥
」
は
気
の
流
れ
が
逆
流
す
る
厥
逆
の
状

態
。
厥
逆
の
症
状
が
重
い
と
混
迷
し
た
夢
を
み
る
。「
気
之
少
有

厥
逆
、
則
令
人
妄
為
夢
寐
。
其
厥
之
盛
極
、
則
令
人
夢
至
迷
乱
。」

（
王
冰
注
）『
夢
占
逸
旨
』
注
は
「
少
気
之
厥
」
に
よ
る
夢
も
邪
寓

の
一
部
と
す
る
が
、
本
来
は
気
虚
に
関
連
す
る
も
の
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
○
以
浮
虚
為
疾
者
、
則
夢
揚
、
以
沈
実
為
疾
者
、

則
夢
溺
…
…
「
浮
虚
」
は
、
陽
明
の
気
が
原
因
で
発
症
す
る
皮
膚

の
む
く
み
。「
陽
明
所
至
為
浮
虚
。」（『
素
問
』
六
元
正
経
大
論
）

「
浮
虚
、
薄
腫
。」（
王
冰
注
）「
沈
実
」
は
気
が
沈
ん
で
重
苦
し
い

こ
と
。

【
原
文
】  

本
文　

何
謂
体
滞
、
口
有
含
則
夢
強
言
而
喑
、
足
有
絆
則
夢
強
行

而
躄
、
首
堕
枕
則
夢
躋
高
而
墜
。
臥
藉
徽
縄
則
夢
蛇
虺
、

臥
藉
彩
衣
則
夢
虎
豹
、
髪
挂①

樹
枝
則
夢
倒
懸
、
此
体
滞
之

夢
、
其
類
可
推
也
、

注　

列
子
藉
帯
而
寝
者
則
夢
蛇
、
飛
鳥
銜②

髪
則
夢
飛
、
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【
校
異
】

①
芸
本
は
「
掛
」
に
作
る
。

② 

帰
本
は
「
啣
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
列
子
』
に
従
っ

て
「
銜
」
に
改
め
た
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

何
を
か
体
滞
と
謂
う
。
口
に
含
む
こ
と
あ
れ
ば
則
ち
強
言

せ
ん
と
す
る
も
喑い

ん

た
る
を
夢
む
。
足
に
絆
あ
れ
ば
則
ち
強

行
せ
ん
と
す
る
も
躄へ

き

た
る
を
夢
む
。
首 

枕
よ
り
堕お

つ
れ

ば
則
ち
高
き
に
躋の

ぼ

り
て
墜
つ
る
を
夢
む
。
臥
し
て
徽き

じ
ょ
う縄

を

藉し

け
ば
則
ち
蛇だ

き虺
を
夢
み
、
臥
し
て
彩
衣
を
藉
け
ば
則
ち

虎
豹
を
夢
む
。
髪 

樹
枝
に
挂か

か
れ
ば
則
ち
倒と

う
け
ん懸

す
る
を

夢
む
。
此
れ
体
滞
の
夢
、
其
の
類
推
す
べ
き
な
り
。

注　
『
列
子
』〔
周
穆
王
〕
帯お

び

を
藉
い
て
寝い

ぬ
れ
ば
、
則
ち
蛇
を

夢
む
。
飛
鳥 

髪
を
銜ふ

く

め
ば
、
則
ち
飛
ぶ
を
夢
む

（
注
13
）

。

【
現
代
語
訳
】

何
を
体
滞
と
言
う
の
か
。
口
に
何
か
を
含
ん
で
い
る
と
、
何
か

を
無
理
に
言
お
う
と
し
て
も
口
が
き
け
な
く
な
る
夢
を
見
る
。
足

に
何
か
絡
ま
っ
て
い
る
と
、
無
理
に
行
こ
う
と
し
て
も
足
が
萎
え

て
歩
け
な
く
な
る
夢
を
見
る
。
頭
が
枕
か
ら
落
ち
る
と
、
高
い
所

に
登
っ
て
墜
ち
る
夢
を
見
る
。
寝
る
と
き
に
太
い
縄
を
下
敷
き
に

し
て
し
ま
う
と
、
蛇
（
ま
た
は
蛇
や
蝮
）
を
夢
に
見
る
し
、
模
様

の
鮮
や
か
な
衣
服
が
敷
い
て
あ
る
と
虎
や
豹
を
夢
に
見
る
。
毛
髪

が
樹
の
枝
に
引
っ
か
か
る
と
、
逆
さ
ま
に
吊
ら
れ
る
夢
を
見
る
。

こ
れ
が
体
滞
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
類
は
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

【
語
注
】

○
夢
強
言
而
喑
…
…
「
強
言
」
は
、
何
と
か
し
て
も
の
を
言
お
う

と
す
る
こ
と
。「
喑
」
は
言
葉
の
不
自
由
な
こ
と
。
○
足
有
絆
則

夢
強
行
而
躄
…
…
「
強
行
」
は
押
し
切
っ
て
無
理
に
行
こ
う
と
す

る
こ
と
。「
知
足
者
富
、
強
行
者
有
志
。」（『
老
子
』
第
三
十
三

章
）「
躄
」
は
足
が
萎
え
て
歩
け
な
く
な
る
こ
と
。「
躄
、
謂
攣

躄
、
足
不
得
伸
以
行
也
。」（『
素
問
』
痿
論
「
生
痿
躄
也
」
王
冰

注
）
○
徽
縄
…
…
三
本
よ
り
合
わ
せ
た
太
い
綱
。「
徽
、
衺
幅
也
。

一
曰
三
糾
縄
也
。」「
糾
、
縄
三
合
也
。」（『
説
文
』）「
三
糾
、
謂

三
合
而
糾
之
也
。」（
段
玉
裁
注
）
○
倒
懸
…
…
逆
さ
に
ぶ
ら
下
が

る
こ
と
。「
千
歳
蝙
蝠
、
色
白
如
雪
、
集
則
倒
県
、
脳
重
故
也
。」

（『
抱
朴
子
』
仙
薬
）「
県
」
は
「
懸
」
に
通
ず
る
。

【
原
文
】  

本
文　

何
謂
情
溢
、
過
喜
則
夢
開
、
過
怒
則
夢
閉
、
過
恐
則
夢

匿
、
過①

憂
則
夢
嗔
、
過
哀
則
夢
救
、
過
忿
則
夢
詈
、
過
驚
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則
夢
狂
、
此
情
溢
之
夢
、
其
類
可
推
也
、

【
校
異
】

① 

帰
本
は
「
過
衍
憂
」
と
す
る
が
、「
衍
」
は
衍
字
と
し
て
削
除

し
た
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

何
を
か
情
溢
と
謂
う
。
喜
び
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
開
く
を
夢

み
、
怒
り
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
閉
じ
る
を
夢
み
、
恐
れ
を
過

ぐ
れ
ば
則
ち
匿か

く

る
る
を
夢
み
、
憂
い
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
嗔い

か

る
を
夢
み
、
哀
し
み
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
救
う
を
夢
み
、
忿ふ

ん

な
る
を
過
ぐ
れ
ば
則
ち
詈の

の
しる

を
夢
み
、
驚
き
を
過
ぐ
れ
ば

則
ち
狂
う
を
夢
む
。
此
れ
情
溢
の
夢
、
其
の
類
推
す
べ
き

な
り
。

【
現
代
語
訳
】

何
を
情
溢
と
言
う
の
か
。
過
度
に
喜
ぶ
と
開
く
夢
を
見
、
過
度

に
怒
る
と
閉
じ
る
夢
を
見
、
過
度
に
恐
れ
る
と
か
く
れ
る
夢
を

見
、
過
度
に
憂
え
る
と
怒
る
夢
を
見
、
過
度
に
悲
し
む
と
救
う
夢

を
見
、
過
度
に
癇
癪
を
起
こ
す
と
罵
倒
す
る
夢
を
見
、
過
度
に
驚

く
と
狂
う
夢
を
見
る
。
こ
れ
が
情
溢
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
類
は
推

測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
語
注
】

○
過
喜
則
夢
開
、
過
怒
則
夢
閉
…
…
「
開
」
は
、
閉
じ
て
い
た
も

の
が
開
く
、
ま
た
は
閉
塞
し
た
状
況
が
良
い
方
に
向
か
う
こ
と
。

「
閉
」
は
そ
の
対
義
語
。「
開
通
光
明
」「
閉
塞
幽
昧
」（『
潜
夫
論
』

夢
列
篇
）、「
夢
見
行
道
中
、
百
事
開
通
、
所
求
皆
得
。」（
敦
煌
文

書S.0620

「
占
夢
書
」
橋
道
門
篇
第
二
十
六
）、「
筮
史
占
之
、
皆

曰
、
不
吉
。
閉
而
不
通
、
爻
無
為
也
。」（『
国
語
』
晋
語
四
）
○

嗔
…
…
憤
然
と
す
る
、
か
っ
と
な
る
。「
王
長
予
為
人
謹
順
、
事

親
尽
色
養
之
孝
。
丞
相
見
長
予
輙
喜
、
見
敬
予
輙
嗔
。」（『
世
説

新
語
』
徳
行
）「
瞋
」
に
通
じ
る
。「
瞋
、
怒
也
。
…
…
又
作
嗔
。」

○
忿
…
…
怒
る
、
恨
む
。「
忿
、
怒
也
。」（『
広
韻
』）、「
忿
、
怨

也
。」（『
戦
国
策
』
秦
五
「
伯
主
約
而
不
忿
」
姚
宏
注
）

【
原
文
】  

本
文　

何
謂
直
協
、
夢
君
則
見
君
、
夢
甲
則
見
甲
、

注　

王
充
論
衡＊

、
人①

有
直
夢
、
夢
見
甲
、
明
日
則
見
甲
矣
、
夢

見
君
、
明
日
則
見
君
矣
、
如
夢
甲
与
君
、
甲
与
君
則
不
見

也
、
甲
与
君
不
見
、
所
夢
見
甲
与
君
、
象
類
之
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
人
亦
有
」
と
す
る
。

＊
芸
本
は
、「
論
衡
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。
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【
書
き
下
し
文
】

本
文　

何
を
か
直

ち
ょ
く
き
ょ
う

協
と
謂
う
。
君
を
夢
み
れ
ば
則
ち
君
を
見
、

甲
を
夢
み
れ
ば
則
ち
甲
を
見
る
。

注　

王
充
『
論
衡
』〔
紀
妖
〕、
人
に
直
夢
あ
り
。
夢
に
甲
を
見

れ
ば
、
明
日
は
則
ち
甲
を
見
、
夢
に
君
を
見
れ
ば
、
明
日

は
則
ち
君
を
見
る
な
り
。
如も

し
甲
と
君
と
を
夢
み
る
も
、

甲
と
君
と
は
則
ち
見
ざ
る
な
り
。
甲
と
君
と
を
見
ざ
れ

ば
、
夢
見
る
と
こ
ろ
の
甲
と
君
と
は
、
之
に
象
類
せ
る
な

り
（
注
14
）

。

【
現
代
語
訳
】

何
を
直
協
と
言
う
の
か
。
君
主
を
夢
み
れ
ば
〔
現
実
で
〕
君
主

を
見
、
甲
を
夢
み
れ
ば
〔
現
実
で
〕
甲
を
見
る
。

【
語
注
】

○
直
夢
…
…
夢
に
み
た
も
の
を
覚
醒
後
に
も
見
る
こ
と
。
正
夢
。

『
論
衡
』
は
「
直
夢
皆
象
也
」（
紀
妖
）
と
し
、
直
夢
は
ど
れ
も
仮

像
で
あ
り
、
そ
の
仮
象
は
直
接
の
経
験
の
反
映
に
過
ぎ
な
い
と
す

る
。「
直
夢
」
に
類
す
る
語
に
は
、『
周
礼
』
の
「
正
夢
」（
春

官
・
占
夢
）、『
潜
夫
論
』
の
「
直
」「
直
応
」（
夢
列
）
が
あ
る
。

○
象
類
之
也
…
…
夢
で
み
た
甲
や
君
主
は
現
実
世
界
に
実
在
す
る

そ
れ
で
は
な
く
、
仮
像
に
過
ぎ
な
い
こ
と
。

【
原
文
】  

本
文　

夢
鹿
則
得
鹿
、

注　

列
子＊

、
鄭
人
有
薪
於
野
者
、
遇
駭
鹿
、
御
而
撃
之
、
斃

之
、
恐
人
見
之
也
、
遽
蔵
諸
隍
中
、
覆
以
蕉①

、
不
勝
其

喜
、
俄
而
遺
其
所
蔵
処
、
遂
以
為
夢
焉
、
順
塗
而
詠②

其

事
、
傍③

人
有
聞
者
、
用
其
言
而
取
之
、
既
帰
告
其
室
人

曰
、
向
薪
者
夢
得
鹿
、
而
不
知
其
処
、
吾
今
得
之
、
彼
直

真
夢
者
矣
、
室
人
曰
、
若
夢
薪
者
之
得
鹿
邪
、
詎
有
薪
者

耶
、
今
真
得
鹿
、
是
若
之
夢
真
耶
、
夫
曰
、
吾
拠④

得
鹿
、

何
用
知
彼
夢
我
夢
耶
、
薪
者
帰
不
厭
失
鹿
、
其
夜
真
夢
蔵

之⑤

処
、
又
夢
得
之
之
主
、
爽
旦
、
案
所
夢
而
尋
得
之
、
遂

訟
而
争
之
士
師
、
士
師
曰
、
若
初
真
得
鹿
妄
謂
之
夢
、
真

夢
得
鹿
妄
謂
之
実
、
彼
真
取
若
鹿
、
而
与
若
争
鹿
、
室
人

又
謂
夢
認
人
鹿
、
無
人
得
鹿
、
今
拠
有
此
鹿
、
請
二
分

之
、
以
聞
鄭
君
、
曰
、
嘻
、
士
師
将
復
夢
分
人
鹿
乎
、
訪

之
国
相
、
国
相
曰
、
夢
与
不
夢
、
臣
所
不
能
弁
也
、

【
校
異
】

① 
帰
本
は
「
焦
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
列
子
』
に
従
い

「
蕉
」
に
改
め
た
。

② 

帰
本
は
「
謎
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
列
子
』
に
従
い

「
詠
」
に
改
め
た
。
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③
芸
本
は
「
旁
」
に
作
る
。

④ 
帰
本
は
「
遽
」
に
作
る
。
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
列
子
』
に
従
い

「
拠
」
に
改
め
た
。

⑤
芸
本
は
「
之
之
」
と
す
る
。

＊
芸
本
は
、「
列
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

鹿
を
夢
み
れ
ば
則
ち
鹿
を
得
。

注　
『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
鄭
人
に
野
に
薪
と
る
者
あ
り
。
駭

お
ど
ろ

け
る
鹿
に
遇
い
、
御
し
て
之
を
撃
ち
、
之
を
斃た

お

せ
り
。
人

の
之
を
見
ん
こ
と
を
恐
る
。
遽に

わ

か
に
し
て
諸こ

れ

を
隍こ

う
ち
ゅ
う中

に
蔵か

く

し
、
覆
う
に
蕉き

あ
さを

以
て
す
。
其
の
喜
び
に
勝
え
ず
、
俄に

わ

か

に
し
て
其
の
蔵
せ
る
所
の
処
を
忘
れ
、
遂
に
以
て
夢
と
為

し
、
塗み

ち

に
順
い
て
其
の
事
を
詠
う
。
傍ぼ

う
じ
ん人

に
聞
く
者
あ

り
、
其
の
言
を
用
て
之
を
取
る
。
既
に
帰
り
て
其
の
室つ

ま人

に
告
げ
て
曰
く
、「
向さ

き

に
薪
と
る
者
夢
に
鹿
を
得
て
、
其

の
処
を
知
ら
ず
。
吾
今
之
を
得
た
り
。
彼
は
直
だ
真
に
夢

み
た
る
者
な
り
」
と
。
室
人
曰
く
、「
若

な
ん
じ 

薪
と
る
者
の

鹿
を
得
た
る
を
夢
み
る
か
。
詎な

ん

ぞ
薪
と
る
者
あ
ら
ん
や
。

今 

真
に
鹿
を
得
た
り
。
是
れ
若
の
夢
真
な
る
か
」
と
。

夫
曰
く
、「
吾
の
鹿
を
得
た
る
に
拠
れ
ば
、
何
を
用
て
彼

の
夢
我
の
夢
を
知
ら
ん
や
」
と
。
薪
と
る
者
帰
り
て
鹿
を

失
え
る
に
厭あ

き
た

ら
ず
、
其
の
夜
真
に
之
を
蔵
せ
る
処
を
夢

み
、
又
た
之
を
得
た
る
の
主
を
夢
む
。
爽
旦
、
夢
み
し
処

を
案
じ
て
尋
ね
て
之
を
得
た
り
。
遂
に
訟
し
て
之
を
士
師

に
争
う
。
士
師
曰
く
、「
若な

ん
じ（

＝
樵
）
は
初
め
真
に
鹿
を

得
て
之
を
夢
な
り
と
謂お

も

い
、
真
に
夢
に
鹿
を
得
て
、
妄
り

に
之
を
実
な
り
と
謂お

も

え
り
。
彼
（
＝
傍
人
）
は
真
に
若
が

鹿
を
取
り
て
、
若
と
鹿
を
争
い
、
室つ

ま人
も
又
た
夢
に
人
の

鹿
を
認
め
た
り
と
し
て
、
人
の
鹿
を
得
る
こ
と
無
し
と
謂い

う
。
今
此
の
鹿
あ
る
に
拠
り
て
、
之
を
二
分
せ
ん
こ
と
を

請
う
」
と
。
以
て
鄭
君
に
聞ぶ

ん

す
。
曰
く
、「
嘻あ

あ

、
士
師
将は

た
復ま

た

夢
に
人
の
鹿
を
分
く
る
か
」
と
。
之
を
国
相
に
訪と

う
。
国
相
曰
く
、「
夢
と
夢
な
ら
ざ
る
と
、
臣
の
弁
ず
る

能
わ
ざ
る
所
な
り
」
と

（
注
15
）

。

【
現
代
語
訳
】

鹿
を
夢
み
る
と
鹿
を
得
る
。

【
語
注
】

○
鄭
人
～
…
…
獲
鹿
を
め
ぐ
る
こ
の
話
は
、
現
実
と
夢
と
の
錯
綜

ぶ
り
を
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
描
き
、
現
実
と
夢
の
区

別
が
実
は
曖
昧
な
も
の
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
言
わ
ん
と
す
る
。
実

際
に
「
鹿
を
夢
み
て
鹿
を
得
た
」
の
は
樵
だ
が
、
そ
れ
で
も
最
初
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に
鹿
を
得
た
こ
と
も
い
つ
し
か
夢
の
中
の
出
来
事
へ
と
変
わ
っ
て

い
る
。
傍
人
の
「〔
樵
が
〕
鹿
を
夢
み
て
〔
そ
の
話
を
聞
い
た
自

分
が
〕
鹿
を
得
た
」
と
い
う
思
い
込
み
も
、
傍
人
妻
の
「〔
夫
が
〕

鹿
を
得
る
夢
を
み
て
鹿
を
得
た
」
と
い
う
考
え
も
、
夢
と
現
実
と

が
錯
綜
し
た
も
の
。
○
遽
蔵
諸
隍
中
、
覆
以
蕉
…
…
「
隍
中
」

は
、
か
ら
堀
。「
蕉
」
は
、
き
あ
さ
。
○
不
勝
其
喜
、
俄
而
遺
其

所
蔵
処
、
遂
以
為
夢
焉
、
順
塗
而
詠
其
事
…
…
獲
物
を
得
た
喜
び

の
あ
ま
り
、
そ
の
隠
し
場
所
を
忘
れ
、
と
う
と
う
獲
物
の
こ
と
を

夢
だ
と
思
い
、
事
の
経
緯
を
呟
き
な
が
ら
歩
い
た
。
○
士
師
…
…

司
法
官
。

【
原
文
】  

本
文　

夢
粟
則
得
粟
、

注　

見①

草
木
篇
、
劉
浩
夢
籬
下
粟
注
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
解
見
」
と
す
る
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

粟
を
夢
み
れ
ば
則
ち
粟
を
得
。

注　

草
木
篇
、「
劉
浩 

籬り

か下
の
粟
を
夢
む
」
の
注
に
見
ゆ
（
注
16
）

。

【
現
代
語
訳
】

粟
を
夢
み
る
と
粟
を
得
る
。

【
語
注
】

○
草
木
篇
…
…
『
夢
占
逸
旨
』
外
篇
所
収
。
植
物
を
夢
に
見
た
事

例
を
収
録
す
る
。
○
劉
浩
…
…
『
晋
書
』
に
は
「
劉
殷
」
と
あ

る
。
経
史
に
通
じ
、
永
嘉
の
乱
の
後
は
劉
聡
（
五
胡
十
六
国
時

代
、
漢
（
前
趙
）
の
昭
武
帝
。
在
位
三
一
〇
～
三
一
八
）
に
仕
え

て
太
保
、
録
尚
書
事
を
歴
任
す
る
。
華
北
に
お
け
る
学
問
の
普
及

に
も
貢
献
し
た
。
ま
た
孝
心
の
厚
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。「
夢

籬
下
粟
」
は
、
西
の
垣
根
の
下
に
粟
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
夢
を
見

た
殷
が
そ
の
場
所
を
掘
り
起
こ
し
た
と
こ
ろ
、
七
年
分
の
粟
百
石

を
得
た
と
い
う
話

（
注
17
）

。
○
籬
…
…
ま
が
き
。「
籬
、
離
也
。
以

柴
竹
作
之
、
疏
離
離
也
。」（『
釈
名
』
釈
宮
室
）

【
原
文
】  

本
文　

夢
刺
客
則
得
刺
客
、

注　

五
代
史＊

、
後
梁
康
王
友
孜
、
目
重
瞳
、
嘗
自
負
当
為
天

子
、
貞
明
元
年
、
使
刺
客
入
末
帝
寝
中
、
末
帝
方
寐
夢
刺

客
害
己
、
既
寤
、
聞
榻①

上
宝
剣
鏗
然
有
声
、
躍
起
、
抽
剣

曰
、
将
有
変
耶
、
乃
索
寝
中
得
刺
客
、
手
殺
之
、
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【
校
異
】

①
芸
本
は
「
傝
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
「
五
代
史
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

刺
客
を
夢
み
れ
ば
則
ち
刺
客
を
得
。

注　
『
五
代
史
』、
後
梁
の
康こ

う
お
う
ゆ
う

王
友
孜し

、
目
は
重ち

ょ
う
ど
う瞳

、
嘗
て
当
に

天
子
と
為
る
べ
き
を
自
負
す
。
貞
明
元
年
、
刺
客
を
し
て

末
帝
の
寝
中
に
入
ら
し
む
。
末
帝 

寐い

ぬ
る
に
方
り
刺
客

の
己
を
害
す
る
を
夢
む
。
既
に
寤ご

し
、
榻ね

だ
い

の
上
の
宝
剣

鏗こ
う
ぜ
ん然

と
し
て
声
あ
る
を
聞
き
、
躍
起
し
、
剣
を
抽
き
て
曰

く
、「
将
に
変
あ
ら
ん
や
」
と
。
乃
ち
寝
中
を
索も

と

め
て
刺

客
を
得
、
手
ず
か
ら
之
を
殺
す

（
注
18
）

。

【
現
代
語
訳
】

刺
客
を
夢
み
る
と
〔
実
際
に
〕
刺
客
が
現
れ
る
。

【
語
注
】

○
康
王
友
孜
…
…
後
粱
（
九
〇
七
～
九
二
三
）
太
祖
の
子
で
あ
る

朱
友
孜
（
ま
た
は
朱
友
敬
）。
康
王
は
封
号
。
刺
客
を
送
り
兄
の

末
帝
を
暗
殺
し
よ
う
と
し
た
が
、
刺
客
の
夢
を
見
て
身
の
危
険
を

察
知
し
た
末
帝
に
殺
さ
れ
た
。
○
重
瞳
…
…
一
つ
の
眼
球
に
二
つ

の
瞳
が
あ
る
こ
と
。
貴
人
の
相
と
し
て
知
ら
れ
、
舜
や
項
羽
も
重

瞳
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。「
舜
目
蓋
重
瞳
子
、
又
聞
項
羽
亦

重
瞳
子
。」（『
史
記
』
項
羽
本
紀
）
○
貞
明
元
年
…
…
九
一
五
年
。

○
鏗
然
…
…
金
属
や
石
の
な
る
音
。「
鍾
声
鏗
者
、
言
金
鍾
之
声

鏗
鏗
然
矣
。」（『
礼
記
』
楽
記
「
鍾
声
鏗
」
孔
穎
達
疏
）

【
原
文
】  

本
文　

夢
受
秋
駕
則
受
秋
駕
、

注　

呂
氏
春
秋＊

、
尹
儒
学
御
三
年
而
無
得
、
夜
夢
受
秋
駕
於

師
、
明
日
往
朝
、
其
師
呼
而
謂
之
曰
、
今
日
将
教
女①

以
秋

駕
、
尹
儒
反
走
北
面
再
拝
曰
、
今
昔
臣
夢
受
之
、
先
為
其

師
言
所
夢
、
固
秋
駕
也
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
子
」
に
作
る
。

＊
芸
本
は
「
呂
氏
春
秋
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

夢
に
秋し

ゅ
う
が駕

を
受
く
れ
ば
則
ち
秋
駕
を
受
く
。

注　
『
呂
氏
春
秋
』〔
不
苟
論
博
志
〕、
尹
儒 

御
を
学
ぶ
こ
と
三

年
な
る
も
得
る
こ
と
無
し
。
夜 

秋
駕
を
師
に
受
く
る
を

夢
む
。
明
日 

往
き
て
朝
す
。
其
の
師
呼
び
て
之
に
謂
い
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て
曰
く
、「
今
日
将
に
女な

ん
じに

教
う
る
に
秋
駕
を
以
て
せ
ん
」

と
。
尹
儒 

反
走
し
北
面
再
拝
し
て
曰
く
、「
今こ

ん
せ
き昔 

臣
夢

に
之
を
受
く
」
と
。
先
に
其
の
師
の
為
に
夢
み
し
所
を
言

う
に
、
固ま

こ
とに

秋
駕
な
り

（
注
19
）

。

【
現
代
語
訳
】

夢
の
中
で
秋
駕
を
伝
授
さ
れ
れ
ば
〔
実
際
に
〕
秋
駕
を
伝
授
さ

れ
る
。

【
語
注
】

○
秋
駕
…
…
馬
を
御
す
る
術
。「
秋
秋
、
馬
騰
驤
也
。
所
謂
秋
駕
、

以
善
馭
不
覂
逸
也
。」（『
集
韻
』）
同
様
の
話
は
『
淮
南
子
』
道
応

訓
に
も
見
え
る

（
注
20
）

。

【
原
文
】  

本
文　

此
直
協
之
夢
、
其
類
可
推
也
、
何
謂
比
象
、
将
涖
官
則
夢

棺
、
将
得
銭
則
夢
穢
、

注　

晋
書＊

、
或
問
殷
浩
、
将
涖
官
而
夢
棺
、
将
得
財
而
夢
糞
何

也
、
殷①

浩
曰
、
官
本
臭
腐
、
故
得
官
而
夢
尸
銭
本
糞
土
、

故
得
銭
而
夢
穢
、
時
人
以
為
名
言
、

【
校
異
】

①
芸
本
は
「
浩
曰
」
と
す
る
。

＊
芸
本
は
「
晋
書
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

此
れ
直
協
の
夢
、
其
の
類
推
す
べ
き
な
り
。
何
を
か
比
象

と
謂
う
。
将
に
官
に
涖つ

か
ん
と
す
れ
ば
則
ち
棺
を
夢
み
、

将
に
銭
を
得
ん
と
す
れ
ば
則
ち
穢け

が
れを

夢
み
る
な
り
。

注　
『
晋
書
』、
或
る
ひ
と
殷い

ん
こ
う浩

に
問
う
、「
将
に
官
に
涖
か
ん

と
す
る
に
而
し
て
棺
を
夢
み
、
将
に
財
を
得
ん
と
す
る
に

而
し
て
糞
を
夢
み
る
は
何
ぞ
や
」
と
。
殷
浩
曰
く
、「
官

は
本
と
臭
腐
な
り
。
故
に
官
を
得
る
に
而
し
て
尸
を
夢

む
。
銭
は
糞
土
に
本
づ
く
。
故
に
銭
を
得
る
に
而
し
て
穢

を
夢
み
る
な
り
」
と
。
時
人
以
て
名
言
と
為
す

（
注
21
）

。

【
現
代
語
訳
】

こ
れ
が
直
協
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
類
は
推
測
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
何
を
比
象
と
言
う
の
か
。
官
位
に
つ
こ
う
と
す
れ
ば
棺
を
夢

見
、
財
産
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
穢
れ
た
も
の
を
夢
に
見
る
。

【
語
注
】

○
将
涖
官
則
夢
棺
…
…
敦
煌
文
書S.2222

「
周
公
解
夢
書
残
巻
」
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に
「
夢
見
身
入
棺
、
遷
進
、
吉
」（
雑
事
章
第
三
）、「
夢
見
棺
木
、

得
官
、
吉
」（
冢
墓
章
第
十
一
）
と
あ
る
。
晋
の
索
充
が
見
た
、

棺
が
天
か
ら
落
ち
て
く
る
夢
も
同
様
。「
索
充
初
夢
天
上
有
二
棺

落
充
前
。
紞
曰
、
棺
者
、
職
也
。
当
有
京
師
貴
人
挙
君
。
二
官

者
、
頻
再
遷
。」（『
晋
書
』
索
紞
伝
）
○
将
得
銭
則
夢
穢
…
…
敦

煌
文
書S.3908
「
新
集
周
公
解
夢
書
一
巻
」
に
「
夢
見
路
上
屎
尿
、

大
得
財
」（
舟
車
橋
市
穀
章
第
十
六
）
と
あ
る
。
○
殷
浩
…
…
東

晋
の
人
。
字
は
深
源
。
老
子
と
易
を
好
み
、
清
談
に
優
れ
た
。
将

軍
の
位
に
就
く
が
、
北
伐
に
失
敗
し
桓
温
に
弾
劾
さ
れ
て
庶
人
に

落
と
さ
れ
た
。『
晋
書
』
に
伝
あ
り
。

【
原
文
】  

本
文　

将
貴
顕
則
夢
登
高
、
将
雨
則
夢
魚
、

注　

説
苑＊

、
将
陰
夢
水
、
将
晴
夢
火
、

【
校
異
】

＊
芸
本
は
「
説
苑
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

将ま
さ

に
貴
顕
な
ら
ん
と
す
れ
ば
則
ち
高
き
に
登
る
を
夢
み
、

将
に
雨
ふ
ら
ん
と
す
れ
ば
則
ち
魚
を
夢
み
、

注　
『
説
苑
』、
将
に
陰
な
ら
ん
と
す
れ
ば
水
を
夢
み
、
将
に
晴

れ
ん
と
す
れ
ば
火
を
夢
む

（
注
22
）

。

【
現
代
語
訳
】

貴
顕
な
位
に
つ
こ
う
と
す
る
場
合
は
高
所
に
登
る
夢
を
見
る

し
、
雨
が
降
ろ
う
と
す
る
場
合
は
魚
を
夢
に
見
る
し
、〔
次
節
に

続
く
〕

【
語
注
】

○
将
貴
顕
則
夢
登
高
、
将
雨
則
夢
魚
…
…
高
所
に
登
る
夢
が
貴
顕

の
予
兆
と
さ
れ
る
説
は
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
、『
論
衡
』
に
は

「
以
夢
占
之
知
、
知
楼
台
山
稜
、
官
位
之
象
也
」（
紀
妖
）
と
あ

る
。
ま
た
、
敦
煌
文
書S.3908

「
新
集
周
公
解
夢
書
」
に
は
「
夢

見
登
山
壟
、
主
高
貴
」（
舟
車
橋
市
穀
章
第
十
六
）、S.0620

「
占

夢
書
」
に
「
夢
見
魚
飛
、
天
必
雨
」（
龍
蛇
篇
第
三
十
）
と
あ

る
（
注
23
）

。
○
将
陰
夢
水
、将
晴
夢
火
…
…
類
似
の
記
述
は
『
列
子
』

に
も
見
え
る
が
、「
夢
火
」
は
「
将
陰0

」
に
お
け
る
現
象
と
な
っ

て
お
り
、「
将
晴
」
に
つ
い
て
は
記
述
が
な
い
。（
注
５
）
を
参

照
。

【
原
文
】  

本
文　

将
食
則
夢
呼
犬
、
将
遭
喪
禍
則
夢
衣
白
、
将
沐
恩
寵
則
夢
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衣
錦
、
謀
為
不
遂①

則
夢
荊
棘
泥
塗
、
此
比
象
之
夢
、
其
類

可
推
也
、
何
謂
反
極
、
有
親
姻
燕
会
則
夢
哭
泣
、
有
哭
泣

口
舌
争
訟
則
夢
歌
舞
、

注　

荘
子＊

、
夢
飲
酒
者
、
旦
而
哭
泣
、
夢
哭
泣
者
、
旦
而
田

獵
、
列
子＊

、
夢
飲
酒
者
憂
、
夢
歌
舞
者
哭
、

【
校
異
】

① 

帰
本
は
「
軌
」
の
よ
う
な
字
に
作
る
が
不
鮮
明
。
判
読
は
困
難

で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
芸
本
に
従
い
「
遂
」
に
改
め
た
。

＊
芸
本
は
「
荘
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

＊
芸
本
は
「
列
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

将ま
さ

に
食
ら
わ
ん
と
す
れ
ば
則
ち
犬
を
呼
ぶ
を
夢
み
、
将
に

喪
禍
に
遭
わ
ん
と
す
れ
ば
則
ち
白
を
衣き

る
を
夢
み
、
将
に

恩
寵
を
沐う

け
ん
と
す
れ
ば
則
ち
錦
を
衣き

る
を
夢
み
、
謀

は
か
り
ご
と為

し
て
遂と

げ
ず
ん
ば
則
ち
荊け

い
ち
ょ
く
で
い
と

棘
泥
塗
を
夢
む
。
此
れ
比
象
の

夢
、
其
の
類
推
す
べ
き
な
り
。
何
を
か
反
極
と
謂
う
。
親

姻
燕
会
あ
れ
ば
、
則
ち
哭
泣
す
る
を
夢
む
。
哭
泣
・

口こ
う
ぜ
つ舌

・
争
訟
あ
れ
ば
、
則
ち
歌
舞
を
夢
む
。

注　
『
荘
子
』〔
斉
物
論
〕、
夢
に
酒
を
飲
む
者
は
、
旦あ

し
たに

し
て

哭
泣
す
。
夢
に
哭
泣
す
る
者
は
、
旦
に
し
て
田で

ん
り
ょ
う獵

す
（
注
24
）

。『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
夢
に
酒
を
飲
む
者
は
憂

い
、
夢
に
歌
舞
す
る
者
は
哭
す

（
注
25
）

。

【
現
代
語
訳
】

〔
何
か
を
〕
食
ら
お
う
と
す
る
場
合
は
犬
を
呼
ぶ
夢
を
見
、
喪

に
遭
お
う
と
す
る
場
合
は
白
い
衣
服
を
着
る
夢
を
見
、
恩
寵
を
受

け
よ
う
と
す
る
場
合
は
錦
衣
を
着
る
夢
を
見
、
事
を
謀
っ
て
も
そ

れ
が
成
功
し
な
い
場
合
は
い
ば
ら
や
泥
道
を
夢
に
見
る
。
こ
れ
が

比
象
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
類
は
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
何
を

反
極
と
い
う
の
か
。〔
婚
姻
と
い
う
慶
事
に
よ
っ
て
〕
姻
族
〔
を

得
る
こ
と
〕
や
宴
会
が
あ
れ
ば
、
哭
泣
す
る
夢
を
み
る
。〔
実
際

に
〕
哭
泣
・
い
さ
か
い
・
訴
訟
争
い
が
あ
れ
ば
、
歌
や
舞
の
夢
を

み
る
。

【
語
注
】

○
荊
棘
泥
塗
…
…
障
害
に
な
る
も
の
の
た
と
え
。
○
親
姻
燕
会

…
…
「
親
姻
」
は
姻
族
、「
燕
会
」
は
宴
会
。
○
有
哭
泣
口
舌
争

訟
則
夢
歌
舞
…
…
敦
煌
文
書S.3908

「
新
集
周
公
解
夢
書
」
に

「
夢
見
唱
歌
者
、
有
口
舌
」（
仏
道
音
楽
章
第
八
）
と
あ
る
。

【
原
文
】  

本
文　

寒
則
夢
暖
、
饑
則
夢
飽
、
病
則
夢
医
、

（ 213 ）



注　

列
子＊

、
将
陰
夢
火
、
将
疾
夢
食
、

　
　
　

仏
書＊

、
凍
人
夢
衣
、
饑
人
夢
飽
、

　
　
　

蘇
東
坡
詩
曰
、
饑
人
忽
夢
飯
甑
裂
、
夢
中
一
飽
、
百
憂

失
、
黄
山
谷＊

、
饑
人
常
夢
飽①

、
病
人
常
夢
医
、

【
校
異
】

① 

こ
こ
で
は
芸
本
と
黄
山
谷
「
謫
居
黔
南
十
首
」
に
従
い
「
飽
」

を
補
っ
た
。

＊
芸
本
は
「
列
子
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

＊
芸
本
は
「
仏
書
」
の
下
に
「
云
」
を
付
す
。

＊
芸
本
は
「
黄
山
谷
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

寒
け
れ
ば
則
ち
暖
を
夢
み
、
饑
う
れ
ば
則
ち
飽
く
を
夢

み
、
病
め
ば
則
ち
医
を
夢
む
。

注　
『
列
子
』〔
周
穆
王
〕、
将ま

さ

に
陰
な
ら
ん
と
す
れ
ば
火
を
夢

み
、
将
に
疾
な
ら
ん
と
す
れ
ば
夢
に
食
ら
う

（
注
26
） 

。

　
　
　
『
仏
書
』、
凍
う
る
人
は
衣こ

ろ
もを

夢
み
、
饑
う
る
人
は
飽
く
を

夢
む

（
注
27
）

。 

蘇
東
坡
詩
に
曰
く
、「
饑
う
る
人
は
忽
ち
飯は

ん
そ
う甑

の
裂
く
る

を
夢
む
。
夢
中
の
一
飽 

百
憂
失
す
」
と

（
注
28
）

。 

黄
山
谷
、「
饑
う
る
人
は
常
に
飽
く
る
を
夢
み
、
病
め
る

人
は
常
に
医
を
夢
む
」
と

（
注
29
）

。

【
現
代
語
訳
】

寒
け
れ
ば
暖
か
さ
を
夢
に
見
る
し
、
空
腹
で
あ
れ
ば
満
腹
に
な

る
夢
を
見
る
し
、
病
気
に
な
れ
ば
医
者
を
夢
に
見
る
。

【
語
注
】

○
飯
甑
…
…
米
を
ふ
か
す
た
め
の
竹
の
せ
い
ろ
。

【
原
文
】  

本
文　

憂
孝
則
夢
赤
衣
絳
袍
、
慶
賀
則
夢
麻
苴
凶
服
、
此
乃①

反
極

之
夢
、
其
類
可
推
也
、
何
謂
厲
妖
、
強
死
之
鬼
、
依
人
為

殃
。

注　

左
伝
、
鄭
伯
有
為
厲
、
子
産
曰
、
用
物
精
多
則
魂
魄
強
、

匹
夫
匹
婦
強
死
而
魂
魄
猶
能
憑
依
於
人
、
以
為
淫
厲
、
況

良
霄
三
世
執
其
政
柄
而
強
死
為
厲
、
不
亦
宜
乎
、

【
校
異
】

①
芸
本
に
は
「
乃
」
の
字
が
な
い
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

孝
を
憂
え
ば
則
ち
赤せ

き

衣い

絳こ
う

袍ぼ
う

を
夢
み
、
慶
賀
あ
れ
ば
則
ち
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麻ま
 

苴し
ょ

凶き
ょ
う
ふ
く服

を
夢
む
。
此
れ
乃
ち
反
極
の
夢
、
其
の
類
推

す
べ
き
な
り
。
何
を
か
厲れ

い
よ
う妖

と
謂
う
。
強き

ょ
う
し死

の
鬼
、
人
に

依
り
て
殃

わ
ざ
わ
いを

為
す
。

注　
『
左
伝
』〔
昭
公
七
年
〕、
鄭
の
伯は

く

有ゆ
う 

厲お
に

と
為
る
。
子
産
曰

く
、「
物ぶ

っ
せ
い精

を
用
う
る
こ
と
多
け
れ
ば
則
ち
魂
魄
強
し
、

匹
夫
匹
婦 
強
死
す
れ
ば
而
し
て
魂
魄
猶
お
能
く
人
に
憑

依
し
、
以
て
淫い

ん
れ
い厲

と
為
る
。
況
ん
や
良

り
ょ
う
し
ょ
う

霄
は
三
世
其
の

政
柄
を
執
り
て
強
死
し
て
厲お

に

と
為
る
、
亦
た
宜む

べ

な
ら
ず

や
」
と

（
注
30
）

。

【
現
代
語
訳
】

父
母
の
喪
に
服
す
る
こ
と
を
案
じ
て
い
れ
ば
〔
長
寿
の
象
徴
で

あ
る
〕
緋
色
の
着
物
や
深
紅
の
上
着
を
夢
に
見
る
し
、
め
で
た
い

こ
と
が
あ
れ
ば
〔
葬
儀
の
象
徴
で
あ
る
〕
杖
や
喪
服
を
夢
に
見

る
。
こ
れ
が
反
極
の
夢
で
あ
り
、
そ
の
類
は
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
何
を
厲
妖
と
言
う
の
か
。
非
業
の
死
を
遂
げ
て
亡
霊
と

な
っ
た
者
が
、
人
に
憑
依
し
て
わ
ざ
わ
い
を
起
こ
す
の
で
あ
る
。

【
語
注
】

○
赤
衣
絳
袍
…
…
緋
色
の
上
着
と
深
紅
の
着
衣
。「
袍
、
丈
夫
著

下
至
跗
者
也
。
袍
、
苞
也
。
苞
、
内
衣
也
。」（『
釈
名
』
釈
衣
服
）

○
麻
苴
凶
服
…
…
「
麻
」「
苴
」
は
共
に
麻
の
雌
株
。「
凶
服
」
は

喪
服
。
○
強
死
之
鬼
…
…
「
強
死
」
は
不
自
然
に
死
ぬ
こ
と
、
非

業
の
死
を
遂
げ
る
こ
と
。「
強
、
健
也
。
無
病
而
死
、
謂
被
死
也
。」

（『
左
伝
』
文
公
十
年
「
三
君
皆
将
強
死
」
孔
穎
達
疏
）
○
鄭
伯
有

為
厲
…
伯
有
は
公
子
去
疾
（
鄭
穆
公
の
庶
子
）
の
孫
。
鄭
人
に
殺

さ
れ
た
伯
有
は
、
襄
公
三
十
年
、
自
身
に
手
を
下
し
た
者
に
対
し

て
た
た
り
を
起
こ
し
た
（『
夢
占
逸
旨
』
宗
空
篇
に
前
出
）。
伯
有

に
つ
い
て
の
事
跡
は
、『
左
伝
』
襄
公
十
一
年
、
十
三
年
、
二
十

六
年
、
二
十
七
年
、
昭
公
七
年
に
見
え
る
。
伯
有
が
鬼
と
な
る
こ

と
に
つ
い
て
問
わ
れ
た
子
産
は
、
人
が
生
ま
れ
る
と
最
初
に
動
く

の
は
魄
（
生
理
機
能
の
中
枢
）
で
、
そ
の
後
は
陽
の
気
が
身
中
に

凝
っ
て
魂
と
な
る
こ
と
、
ま
た
身
体
を
養
う
諸
物
か
ら
精
良
の
気

を
多
く
摂
取
で
き
れ
ば
魂
魄
の
力
は
強
く
な
る
こ
と
、
強
力
な
魂

魄
が
人
を
怨
む
方
向
に
向
か
え
ば
祟
り
を
起
こ
す
鬼
に
な
る
こ
と

を
述
べ
た
。
○
淫
厲
…
…
わ
ざ
わ
い
、
た
た
り
。
○
良
霄
…
…
伯

有
の
こ
と
。

【
原
文
】  

本
文　

聚
怨
之
人
、
鬼
将
有
報
、

注　

白
孔
六
帖＊

、
休
明
之
代
、
物
不
為
妖
、
聚
怨
之
人
、
鬼
将

有
報
、
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【
校
異
】

＊
芸
本
は
「
白
孔
六
帖
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

聚
怨
の
人
は
、
鬼 

将
に
報
い
る
こ
と
あ
ら
ん
と
す
。

注　
『
白
孔
六
帖
』、
休
明
の
代
は
、
物 

妖
を
為
さ
ず
。
聚
怨

の
人
は
、
鬼 
将
に
報
い
る
こ
と
あ
ら
ん
と
す

（
注
31
）

。

【
現
代
語
訳
】

周
囲
か
ら
怨
ま
れ
る
人
は
、
鬼
が
そ
れ
に
応
じ
た
報
い
を
与
え

よ
う
と
す
る
。

【
語
注
】

○
休
明
…
…
徳
が
立
派
に
輝
い
て
い
る
こ
と
。「
商
紂
暴
虐
、
鼎

遷
于
周
。
徳
之
休
明
、
雖
小
重
也
。」（『
左
伝
』
宣
公
三
年
）
○

物
不
為
妖
…
…
竈
鳴
や
釜
鳴
の
よ
う
に
、
動
植
物
や
道
具
に
異
常

な
現
象
が
生
じ
る
こ
と
。「
地
鏡
曰
、
宮
中
竈
及
釜
甑
鳴
響
者
、

不
出
一
年
有
大
喪
。」（『
唐
開
元
占
経
』
巻
一
一
四
）、「
妖
怪
者
、

蓋
精
気
之
依
物
者
也
。
気
乱
於
中
、
物
変
於
外
」（『
捜
神
記
』
巻

六
）

【
原
文
】  

本
文　

其
見
之
夢
寐
者
、
則
由
己
之
志
慮
疑
猜
、
神
気
惛
乱
、
然

後
鬼
厲
乗
其
纇
瑕
、
肆
其
怪
孽
、
故
禍
災
立
著
、
福
祉
難

祁
也
、
乃
若
晋
侯①

受
縶
於
秦
伯
、
燕
王
貶
徙
於
房
州
、
則

又
其
次
矣
、

注　

左
伝
、
秦
伯
執
晋
侯
曰
、
亦
晋
之
妖
夢
是
践
、 

温
公
通
鑑＊

、
燕
王
忠
貶
徙
房
州
、
数
有
妖
夢
、

【
校
異
】

① 

帰
本
は
「
候
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
に
従
い
「
侯
」
に

改
め
た
。

＊
芸
本
は
「
通
鑑
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

其
れ
之
を
夢
寐
に
見
る
者
は
、
則
ち
己
の
志
慮
疑
猜
に
由よ

り
て
神し

ん

気き

惛こ
ん
ら
ん乱

し
、
然
る
後
に
鬼き

厲れ
い 

其
の
纇ら

い
か瑕

に
乗
じ
、

其
の
怪か

い
げ
つ孽

を
肆

ほ
し
い
ま
ま

に
す
。
故
に
禍
災
は
立
ち
ど
こ
ろ
に

著あ
ら
わ

れ
、
福
祉
は
祁さ

か

ん
と
な
り
難
し
。
乃
ち
晋
侯
の
縶ち

ゅ
う

を

秦
伯
に
受
け
、
燕
王
の
房ぼ

う
し
ゅ
う州

に
貶へ

ん

徙し

せ
ら
る
る
が
若
き

は
、
則
ち
又
た
其
の
次つ

ぎ

な
り
。

注　
『
左
伝
』〔
僖
公
十
五
年
〕、
秦
伯 

晋
侯
を
執と

ら

え
て
曰
く
、

「
亦
た
晋
の
妖
夢
を
ば
是
れ
践ふ

む
な
り
」
と

（
注
32
）

。 
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温
公
『
通
鑑
』、
燕え

ん
お
う王

忠ち
ゅ
う 

房ぼ
う
し
ゅ
う州

に
貶へ

ん

徙し

せ
ら
れ
ん
と
す

る
に
、
数し

ば
しば

妖
夢
あ
り

（
注
33
）

。

【
現
代
語
訳
】

鬼
を
夢
に
見
る
者
は
、
自
分
の
思
慮
や
疑
念
に
よ
っ
て
精
神
が

乱
れ
、
そ
う
し
て
後
に
悪
鬼
が
そ
の
精
神
的
な
弱
さ
に
乗
じ
て
、

妖
し
げ
な
現
象
を
欲
し
い
ま
ま
に
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
禍
災

が
立
ち
ど
こ
ろ
に
起
こ
り
、
幸
い
も
盛
ん
に
は
な
り
難
い
。
晋
侯

（
恵
公
）
が
秦
伯
（
穆
公
）
の
捕
虜
と
な
っ
た
こ
と
や
、
燕
王
が

房
州
に
流
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
う
し
た
夢
に
な
ら
ぶ
も
の
で
あ

る
。

【
語
注
】

○
纇
瑕
…
…
「
纇
」
は
、
き
ず
。「
纇
、
疵
也
。」（『
経
典
釈
文
』）

○
其
見
之
夢
寐
者
、
則
由
己
之
志
慮
疑
猜
、
神
気
惛
乱
…
…
怯
懦

や
憂
慮
と
い
っ
た
人
間
の
精
神
的
弱
さ
が
鬼
の
夢
を
見
る
こ
と
に

繋
が
る
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、『
論
衡
』
に
も
「
独
臥
空
室
之

中
、
若
有
所
畏
懼
、
則
夢
見
夫
人
拠
案
其
身
矣
。
夫
覚
見
臥
聞
、

倶
用
由
精
神
、
畏
懼
、
存
想
、
同
一
実
也
」（
訂
鬼
）
と
あ
る
。

○
福
祉
難
祁
也
…
…
「
福
祉
」
は
、
幸
福
。「
海
内
福
祉
帰
乎
王

公
」（『
韓
詩
外
伝
』
巻
三
）
○
晋
侯
受
縶
於
秦
伯
…
…
晋
の
恵
公

が
韓
の
戦
で
秦
の
穆
公
の
捕
虜
と
な
っ
た
こ
と
。「
十
有
一
月
壬

戌
、
晋
侯
及
秦
伯
戦
于
韓
、
獲
晋
侯
。」（『
左
伝
』
僖
公
十
五
年
）

○
燕
王
貶
徙
於
房
州
…
…
燕
王
は
唐
の
高
宗
の
長
男
李
忠
（
字
は

正
本
。
六
四
三
～
六
六
四
）。
陳
王
、
雍
州
牧
を
経
て
皇
太
子
と

な
る
が
、
武
則
天
が
皇
后
に
な
る
と
太
子
を
廃
さ
れ
て
粱
王
と
な

り
、
そ
の
後
は
房
州
刺
史
に
貶
さ
れ
る
。
刺
客
を
恐
れ
女
装
し
て

自
衛
す
る
が
、
そ
の
後
庶
民
に
貶
さ
れ
麟
徳
元
年
（
六
六
四
年
）

に
死
を
賜
っ
た
。
○
晋
之
妖
夢
是
践
…
…
こ
の
「
妖
夢
」
は
、
魯

の
僖
公
十
年
に
晋
の
狐
突
が
太
子
申
生
（
驪
姫
の
策
略
に
よ
り
命

を
落
と
し
た
）
の
亡
霊
に
遭
遇
し
た
こ
と
を
言
う
。
申
生
は
弟
で

あ
る
夷
吾
の
非
礼
を
批
判
し
、
晋
を
敗
戦
や
内
乱
の
災
難
に
あ
わ

せ
る
と
告
げ
た
（
そ
の
後
、
晋
献
公
が
卒
す
る
と
、
夷
吾
は
秦
の

援
助
を
受
け
て
即
位
し
晋
恵
公
と
な
る
）。
そ
の
後
、
秦
穆
公
は

離
反
し
た
晋
恵
公
を
攻
め
て
こ
れ
を
捕
虜
と
し
、「
妖
夢
を
践
む

（
狐
突
の
見
た
妖
夢
の
通
り
に
し
た
）」
と
言
っ
た
。『
論
衡
』
訂

鬼
篇
は
、
鬼
は
妖
気
が
人
の
形
を
取
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
や
い

く
つ
か
の
型
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
申
生
の
亡
霊
に
つ
い
て
は
姿

も
見
え
て
言
葉
も
聞
こ
え
る
型
だ
と
す
る
。「
若
夫
申
生
、
見
其

体
、
成
其
言
者
也
。」

【
原
文
】  

本
文　

此
謂
厲
妖
之
夢
、
其
類
可
推
也
、

注　

凡
此
九
端
、
感
変
雖
殊
、
占
応
則
一
、
或
同
而
異
、
或
異
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而
同
、
未
可
拠
其
往
規
、
即
譚
凶
吉
、
王
符
夢
列
篇
備

矣
、

【
１
】  
潜
夫
論
夢
列
篇＊

、
夢
有
直
、
有
象
、
有
精
、
有
想
、
有

人
、
有
感
、
有
時
、
有
反
、
有
病
、
有
性
、
昔
武
王
邑
姜

娠
太
叔
、
夢
帝
謂
己
、
命
爾
子
虞
而
与
之
唐
、
及
生
手
文

曰
虞
、
因
以
為
名
、
成
王
滅
唐
、
遂
以
封
之
、
此
直
夢

也
、
詩
曰
、
維
熊
維
羆
、
男
子
之
祥
、
此
象
夢
也
、
孔
子

思
周
公
徳
、
夜
即
夢
之
、
此
精
夢
也
、
人
有
思
即
夢
其

至
、
有
憂
即
夢
其
事
、
此
想
夢
也
、

【
２
】 

今
事
、
貴
人
夢
之
為
祥
、
賤
人
夢
之
即
為
殃
、
君
子
夢
之

為
栄
、
小
人
夢
之
為
辱
、
此
人
夢
也
、
陰
雨
之
夢
使
人
厭

迷
、
陽
旱
之
夢
使
人
乱
離
、
大
寒
之
夢
使
人
怨
悲
、
大
風

之
夢
使
人
飄
飛
、
此
感
夢
也
、
春
夢
発
生
、
夏
夢
髙
明
、

秋
冬
夢
熟
蔵
、
此
時
夢
也
、
晋
文
公
于
城
濮
之
戦
夢
楚
子

伏
己
而
盬
其
脳
、
本
大
悪
也
、
及
戦
、
乃
大
勝
、
此
反
夢

也
。
陰
病
夢
寒
、
陽
病
夢
熱
、
内
病
夢
乱
、
外
病
夢①

発
、

百
病
之
夢
、
或
散
或
集
、
此
病
夢
也
、
人
之
心
情
悪②

好
不

同
、
或
以
此
吉
、
或
以
此
凶
、
当
各
有③

察
、
当
占
所
従
、

此
性
夢
也
、

【
３
】 

故
先
有
所
夢
、
後
無
差
忒
謂
之
直
、
比
擬
相
肖
謂
之
象
、

凝
念
注
神
謂
之
精
、
昼
有
所
思
、
夜
夢
其
事
、
乍④

凶
乍

吉
、
善
悪
不
信
謂
之
想
、
貴
賤
賢
愚
、
男
女
長
少
謂
之

人
、
風
雨
寒
暑
謂
之
感
、
五
行
王
相
謂
之
時
、
陰
極
則

吉
、
陽
極
則
凶
謂
之
反
、
観
其
所
疾
、
察
其
所
夢
謂
之

病
、
心
情
好
悪
於
事
有
験
謂
之
性
、
此
十
者
、
占
夢
之
大

略
也
、
而
決
吉
凶
者
、
多
失
其
類
、
豈
覚
為
陽
、
寐
為

陰
、
陰
陽
之
務
相
反
故
耶
、
此
亦
謂
其
不⑤

慎
者
耳
、
如
使

夢
吉
事
而
己
意⑥

大
喜
楽
、
則
真
吉
矣
、
夢
凶
事
而
己
意⑦

大

憂
懼
、
則
真
凶
矣
、
所
謂
春
夏
夢
生
長
、
秋
冬
夢
死
傷

也
、

【
４
】 

凡
察
夢
者
、
清
潔
鮮
好
、
貌
堅
体
健
、
竹
木
茂
美
、
宮
室

器
械
、
新
成
方
正
、
開
通
光
眀
、
温
和
升
上
、
向
興
之

象
、
皆
為
吉
喜
、
謀
従
事
成
、
穢
臭
汚
濁
、
腐
爛
枯
槁
、

傾
倚⑧

徴
（
注
34
）

邪
、
劓
刖
不
安
、
閉
塞
幽
昧
、
解
落
墜
下
、

向
衰
之
象
、
皆
為
計
謀
不
従
、
挙
事
不
成
、
妖
孽
怪
異
、

可
憎
可
悪
之
事
、
皆
為
憂
患
、
図
画
胎⑨

卵
、
刻
鏤
非
真
、

瓦
器
虚
空
、
皆
為
欺
紿
、
倡
優
俳
儛
、
併
小
児
、
戯⑩

弄
之

物
、
皆
為
観
笑
、
此
其
大
都
也
、

【
５
】 

夢
或
甚
顕
而
無
占
、
或
甚
微
而
有
応
、
何
也
、
曰
、
所
夢

不
察
而
燕
潰
冒
名
也
、
故
亦
不
専
信
以
断
事
、
人
相
対
計

事
、
尚
有
不
従
、
況
慌
忽
雑
夢
、
亦
何
必
乎
、
惟⑪

有
精
誠

所
感
、
神
霊
所
告
者
、
乃
可
占
耳
、
故
君
子
之
異
夢
、
非

妄
也
、
必
有
事
故
焉
、
小
人
之
異
夢
、
非
乗⑫

也
、
必
有
真

機
焉
、
今
一
寝
之
夢
、
或
屡
遷
化
、
百
物
代
至
、
而
其
主
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不
能
究
通⑬

之
、
故
占
者
有
不
中
、
此
非
占
之
罪
也
、
乃
夢

者
過
也
、
或
其
夢
審
矣
、
而
占
者
不
能
連
類
博
観
、
故
其

夢
有
不
験
、
此⑭

非
書
之
陋
、
乃
説
之
過
也
、
故
占
夢
之
難

者
、
読
其
書
為
難
也
、

【
６
】 

夫
占
夢
必
審
其
変
故
、
審
其
徴
候
、
内
考
情
意
、
外
考
王

相
、
則
吉
凶
之
符
可
見
矣⑮

、
且⑯

人
之
見
瑞
而
修
徳
者
、
福

必
成
、
見
瑞
而
縦
恣
者
、
福
転
為
禍
、
見
妖
而
驕
侮
者
、

禍
必
成
、
見
妖
而
戒
懼
者
、
禍
転
為
福
、
故
太
姒
有
吉

夢
、
文
王
不
敢
康
吉
、
祀
於
群
神
、
然
後
占
於
明
堂
、
並

拝
吉
夢
、
修
省
戒
慎
、
聞
喜
若
憂
、
故
能
成
吉
以
有
天

下
、
虢
公
夢
見
蓐
收
賜
之
土
田
、
自
以
為
有
吉
、
史
嚚
令

国
人
賀
夢
、
聞
憂
而
喜
、
故
能
成
凶
、
以
滅
其
封
、
易

曰
、
使⑰

知
懼
、
又
明
於
憂
患
与
故
、
凡
有
異
夢
感
心
、
無

問
善
悪
、
常
恐
懼
修
省
、
以
徳
迎
之
、
乃
能
逢
吉
、

【
校
異
】

① 

帰
本
は
「
夢
衍
発
」
と
す
る
が
、こ
こ
で
は
芸
本
に
従
い
「
衍
」

の
字
を
削
除
し
た
。

②
芸
本
は
「
好
悪
」
と
す
る
。

③
芸
本
は
「
自
」
に
作
る
。

④
芸
本
は
「
乍
吉
乍
凶
」
と
す
る
。

⑤
芸
本
は
「
不
甚
者
爾
」
と
す
る
。

⑥ 

帰
本
は
「
亦
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
潜
夫
論
』
に

従
い
に
改
め
た
。

⑦ 

帰
本
は
「
亦
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
潜
夫
論
』
に

従
い
に
改
め
た
。

⑧
芸
本
は
「
奇
」
に
作
る
。

⑨
芸
本
は
「
卵
胎
」
と
す
る
。

⑩
芸
本
は
「
戯
弄
」
の
上
に
「
所
」
を
付
す
。

⑪
芸
本
は
「
唯
」
に
作
る
。

⑫ 

帰
本
と
芸
本
と
も
に
「
栄
」
に
作
る
が
、
こ
こ
で
は
『
潜
夫

論
』（
汪
継
培
箋
）
に
従
い
「
乗
」
に
改
め
た

（
注
35
）

⑬
芸
本
は
「
道
」
に
作
る
。

⑭ 

帰
本
は
「
非
此
」
と
す
る
が
、
こ
こ
で
は
芸
本
と
『
潜
夫
論
』

に
従
い
「
此
非
」
に
改
め
た
。

⑮
芸
本
は
「
也
」
に
作
る
。

⑯
芸
本
は
「
且
」
の
下
に
「
所
」
を
付
す
。

⑰
芸
本
は
「
使
」
の
上
に
「
外
内
」
を
付
す
。

＊
芸
本
は
「
夢
列
篇
」
の
下
に
「
曰
」
を
付
す
。

【
書
き
下
し
文
】

本
文　

此
れ
を
ば
厲
妖
の
夢
と
謂
う
、
其
の
類
推
す
べ
き
な
り
。

注　

凡
そ
此
の
九き

ゅ
う
た
ん端

、
感か

ん
ぺ
ん変

は
殊こ

と

な
る
と
雖
も
、
占
応
あ
る
は

則
ち
一
、
或
い
は
同
に
し
て
異
、
或
い
は
異
に
し
て
同
、
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未い
ま

だ
其
の
往お

う

規き

に
拠
る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
凶
吉
を
譚
ず
る

こ
と
、
王
符
の
夢
列
篇
に
備
わ
れ
り

（
注
36
）

。

【
１
】 
『
潜
夫
論
』
夢
列
篇
、
夢
に
直ち

ょ
くあ

り
、
象し

ょ
うあ

り
、
精せ

い

あ
り
、

想そ
う

あ
り
、
人ひ

と

あ
り
、
感か

ん

あ
り
、
時と

き

あ
り
、
反は

ん

あ
り
、
病や

ま
いあ

り
、
性せ

い

あ
り
。
昔 

武
王
の
邑

ゆ
う
き
ょ
う姜

太た
い
し
ゅ
く

叔
を
娠は

ら

む
。
帝
の
己

に
「
爾な

ん
じの

子
に
虞ぐ

と
命な

づ

け
、
之
に
唐
を
与あ

た

え
ん
」
と
謂
う

を
夢
む
。
生
ま
る
る
に
及
び
、
手
に
文
あ
り
て
虞
と
曰

う
。
因
り
て
以
て
名
と
為
す
。
成
王 

唐
を
滅
ぼ
し
、
遂

に
以
て
之
に
封
ず
。
此
れ
直ち

ょ
く
む夢

な
り
。
詩
に
曰
く
、「
維こ

れ
熊
、
維こ

れ
羆
、
男
子
の
祥し

ょ
う」

と
。
此
れ
象し

ょ
う
む夢

な
り
。
孔

子
周
公
の
徳
を
思
い
、
夜
は
即
ち
之
を
夢
む
。
此
れ
精せ

い

夢む

な
り
。
人
に
思
う
こ
と
あ
れ
ば
即
ち
其
の
至
る
を
夢
み
、

憂
い
あ
れ
ば
即
ち
其
の
事
を
夢
む
、
此
れ
想そ

う

夢む

な
り
。

【
２
】 

今
事 

貴
人
之
を
夢
み
れ
ば
祥

さ
い
わ
いと

為
し
、
賤
人
之
を
夢
み

れ
ば
即
ち
殃

わ
ざ
わ
いと

な
し
、
君
子
之
を
夢
み
れ
ば
栄
と
な
し
、

小
人
之
を
夢
み
れ
ば
辱
と
な
す
。
此
れ
人じ

ん

夢む

な
り
。
陰
雨

の
夢
は
人
を
し
て
厭え

ん
め
い迷

せ
し
め
、
陽よ

う
か
ん旱

の
夢
は
人
を
し
て

乱
離
せ
し
む
。
大
寒
の
夢
は
人
を
し
て
怨
悲
せ
し
め
、
大

風
の
夢
は
人
を
し
て
飄
飛
せ
し
む
。
此
れ
感か

ん

夢む

な
り
。
春

は
発
生
を
夢
み
、
夏
は
高
明
を
夢
み
、
秋
冬
は
熟
蔵
を
夢

む
。
此
れ
時じ

む夢
な
り
。
晋
文
公 

城
濮
の
戦
に
楚
子
の
己

に
伏
し
て
其
の
脳
を
盬す

う
を
夢
み
、
本
と
大
い
に
悪に

く

む

も
、
戦
う
に
及
び
乃
ち
大
勝
す
。
此
れ
反は

ん

夢む

な
り
。
陰
病

な
れ
ば
寒
を
夢
み
、
陽
病
な
れ
ば
熱
を
夢
み
、
内
病
な
れ

ば
乱
を
夢
み
、
外
病
な
れ
ば
発
を
夢
む
。
百
病
の
夢
、
或

い
は
散
じ
或
い
は
集
ま
る
、
此
れ
病び

ょ
う
む夢

な
り
。
人
の
心
情

悪
好
は
同
じ
か
ら
ず
、
或
い
は
此
れ
を
以
て
吉
な
り
、
或

い
は
此
れ
を
以
て
凶
な
り
。
当ま

さ

に
各お

の

お
の
察
あ
る
べ
く
、

当
に
従
う
所
を
占
う
べ
き
な
り
。
此
れ
性せ

い

夢む

な
り
。

【
３
】 

故
に
先
に
夢
み
る
所
あ
り
て
、
後
に
差さ

忒と
く

す
る
こ
と
無
き

は
之
を
直
と
謂
う
。
比
擬
相
い
肖に

る
は
之
を
象
と
謂
う
。

念
を
凝
ら
し
神
を
注
ぐ
は
之
を
精
と
謂
う
。
昼
思
う
所
あ

り
て
、
夜
に
其
の
事
を
夢
む
。
乍た

ち
まち

凶
に
し
て
乍た

ち
まち

吉
、

善
悪
の
信ま

こ
とな

ら
ざ
る
者
は
之
を
想
と
謂
う
。
貴
賤
賢
愚
、

男
女
長
少
は
之
を
人
と
謂
う
。
風
雨
寒
暑
は
之
を
感
と
謂

う
。
五
行
王
相
は
之
を
時
と
謂
う
。
陰
極
ま
れ
ば
則
ち

吉
、
陽
極
ま
れ
ば
則
ち
凶
な
る
は
之
を
反
と
謂
う
。
其
の

疾
す
る
所
を
観
て
、
其
の
夢
み
る
所
を
察
す
る
は
之
を
病

と
謂
う
。
心
情
好
悪
の
事
に
於
い
て
験
あ
る
は
之
を
性
と

謂
う
。
此
の
十
者
は
、
占
夢
の
大
略
な
り
。
而
る
に
吉
凶

を
決
す
る
者
は
、
多
く
其
の
類
を
失
す
。
豈
に
覚
は
陽
為

り
、
寐
は
陰
為
り
て
、
陰
陽
の
務
め
相
い
反
す
る
故
な
ら

ん
や
。
此
れ
亦
た
其
の
慎
ま
ざ
る
者
を
謂
う
の
み
。
如も使

し
吉
事
を
夢
み
て
己
が
意
大
い
に
喜
楽
す
れ
ば
、
則
ち
真
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に
吉
な
り
。
凶
事
を
夢
み
て
己
も
亦
た
意
大
い
に
憂
懼
す

れ
ば
、
則
ち
真
に
凶
な
り
。
所
謂
春
夏
に
は
生
長
を
夢

み
、
秋
冬
に
は
死
傷
を
夢
み
る
な
り
。

【
４
】 

凡
そ
夢
を
察
す
る
者
は
、
清
潔
に
し
て
鮮
好
、
貌
は
堅
に

し
て
体
は
健
、
竹
木
は
茂
美
、
宮
室
器
械 

新
た
に
成
り

て
方
正
、
開
通
に
し
て
光
眀
、
温
和
に
し
て
升
上
す
る

は
、
向
興
の
象
に
し
て
、
皆
な
吉
喜
と
為
し
、
謀

は
か
り
ご
と

従

い
事
成
る
。
穢
臭
に
し
て
汚
濁
、
腐
爛
し
て
枯
槁
、
傾
倚

し
て
徴
邪
、
劓ぎ

刖げ
つ

に
し
て
不
安
、
閉
塞
し
て
幽
昧
、
解
落

し
て
墜
下
す
る
は
、
向
衰
の
象
に
し
て
、
皆
な
計
謀
を
為

す
も
従
わ
ず
、
事
を
挙
ぐ
る
も
成
ら
ず
。
妖
孽
怪
異
、
憎

む
べ
く
悪
む
べ
き
の
事
は
、
皆
な
憂
患
と
な
す
。
胎
卵
を

図
画
し
、
刻
鏤
す
る
も
真
に
非
ず
、
瓦
器
の
虚
空
な
る

は
、
皆
な
欺ぎ

紿た
い

と
な
す
。
倡し

ょ
う
ゆ
う
は
い
ぶ

優
俳
儛
、
併
せ
て
小
児
戯
弄

の
物
は
、
皆
な
観
笑
と
な
す
。
此
れ
其
の
大
都
な
り
。

【
５
】 

夢
或
い
は
甚
だ
顕あ

き

か
な
る
も
占
無
く
、
或
い
は
甚
だ
微わ

ず

か

な
る
も
応
ず
る
こ
と
あ
る
は
、
何
ぞ
や
。
曰
く
、
夢
む
る

所
は
察
せ
ず
、
燕
・
潰
・
冒
の
名
な
り
。
故
に
亦
た
専
ら

信
じ
て
以
て
事
を
断
ぜ
ず
。
人
相
い
対
し
て
事
を
計
る

も
、
尚
お
従
わ
ざ
る
あ
り
。
況
ん
や
慌
忽
の
雑
夢
、
亦
た

何
ぞ
必ひ

っ

せ
ん
や
。
惟
だ
精せ

い
せ
い誠

の
感
ず
る
所
、
神
霊
の
告
ぐ

る
所
あ
る
者
は
、
乃
ち
占
う
可
き
の
み
。
故
に
君
子
の

異い

む夢
は
妄
に
非
ざ
る
な
り
。
必
ず
事
の
故ゆ

え

あ
り
。
小
人
の

異
夢
は
栄
に
非
ざ
る
な
り
。
必
ず
真
の
機き

ざ
しあ

り
。
今
一
寝

の
夢
、
或
い
は
屡
ば
遷
化
し
、
百ひ

ゃ
く
ぶ
つ物

代か

わ
る
が
わ
る
至

り
て
、
其
の
主
は
之
を
究
通
す
る
能
わ
ず
。
故
に
占
者
中あ

た

ら
ざ
る
こ
と
あ
り
。
此
れ
占
の
罪
に
非
ず
。
乃
ち
夢
者
の

過
ち
な
り
。
或
い
は
其
の
夢
審
ら
か
な
り
。
而
る
に
占
者

は
類
を
連
ね
博
く
観
る
こ
と
能
わ
ず
。
故
に
其
の
夢 

験け
ん

せ
ざ
る
こ
と
あ
り
。
此
れ
書
の
陋
に
非
ず
。
乃
ち
説
の
過

ち
な
り
。
故
に
占
夢
の
難
き
は
、
其
の
書
を
読
む
を
難
し

と
為
す
な
り
。

【
６
】 

夫そ

れ
夢
を
占
う
に
は
必
ず
其
の
変
の
故
を
審つ

ま
びら

か
に
し
、

其
の
徴
候
を
審
ら
か
に
し
、
内う

ち

は
情
意
を
考
え
、
外そ

と

は

王お
う
し
ょ
う相

を
考
う
れ
ば
、
則
ち
吉
凶
の
符
見
る
べ
き
な
り
。

且か

つ
人
の
端
を
見
て
徳
を
修
む
る
者
は
、
福
必
ず
成な

る
。

端
を
見
て
縦ほ

う

恣し

す
る
者
は
、
福
転
じ
て
禍
と
為な

る
。
妖
を

見
て
驕き

ょ
う
ぶ侮

す
る
者
は
、
禍
必
ず
成
る
。
妖
を
見
て
戒か

い

懼く

す

る
者
は
、
禍
転
じ
て
福
と
為
る
。
故
に
太た

い

姒じ

に
吉
夢
あ
る

も
、
文
王
は
敢
え
て
吉
に
康や

す

ん
ぜ
ず
、
群
神
を
祀
り
、
然

る
後
に
明
堂
に
占
い
、
並
び
に
吉
夢
を
拝
し
、
修
省
戒
慎

し
、
喜
を
聞
く
こ
と
憂
う
が
若
し
。
故
に
能
く
吉
を
成

し
、
以
て
天
下
を
有た

も

て
り
。
虢と

う
こ
う公

は
蓐

じ
ょ
く
し
ゅ
う

收
の
之
に
土
田

を
賜
う
を
夢
み
、
自み

ず
から

以
て
吉
あ
り
と
為
し
、
史し

嚚ぎ
ん

の
国
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人
を
し
て
夢
を
賀が

せ
し
む
る
は
、
憂
い
を
聞
い
て
喜
ぶ
な

り
。
故
に
能
く
凶
を
成
し
、
以
て
其
の
封
を
滅
ぼ
せ
り
。 

易
に
曰
く
、「
懼
れ
を
知
ら
し
む
。
又
た
憂
患
と
故ゆ

え

と
を

明
ら
か
に
す
」
と
。
凡
そ
異
夢
あ
れ
ば
心
に
感
じ
て
、
善

悪
を
問
う
無
く
、
常
に
恐
懼
し
て
修
省
し
、
徳
を
以
て
之

を
迎
う
れ
ば
、
乃
ち
能
く
吉
に
逢
う
。

【
現
代
語
訳
】

本
文　

こ
れ
を
厲
妖
の
夢
と
い
う
。
そ
の
他
の
類
も
推
測
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

注　

こ
れ
ら
全
て
の
九
端
は
す
べ
て
、
感
変
（
事
物
と
の
接
触

に
よ
っ
て
生
じ
る
変
化
）
が
異
な
っ
て
も
、
占
応
（
占
い

と
し
て
の
結
果
＝
占
い
と
し
て
な
ん
ら
か
の
結
果
が
出
る

と
い
う
点
）
で
は
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
と
は
い
え
同
じ
よ

う
で
い
て
違
う
た
め
、
既
存
の
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
も
で

き
な
い
の
だ
が
、
吉
凶
〔
を
ど
の
よ
う
に
判
断
す
る
か
〕

に
つ
い
て
の
話
は
、
王
符
の
夢
列
篇
に
記
し
て
あ
る
。

【
語
注
】

【
１
】 

○
凡
此
九
端
、
感
変
雖
殊
、
占
応
則
一
…
…
「
九
端
」

「
感
変
」
に
つ
い
て
は
本
篇
「
感
変
九
端
、
疇
識
其
由
然
哉
」
節

を
参
照
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
九
端
は
そ
の
現
れ
方
も
内
容
も

異
な
る
が
、
何
ら
か
の
意
味
を
持
っ
て
占
い
に
供
す
る
こ
と
が
で

き
る
点
は
同
様
で
あ
る
こ
と
。
○
往
規
…
固
定
し
た
方
策
。
○
王

符
夢
列
篇
…
…
王
符
、
字
は
節
信
。
安
定
郡
臨
涇
県
（
現
在
の
甘

粛
鎮
原
県
）
の
人
。
諸
学
に
精
通
し
た
が
、
生
涯
一
度
も
官
途
に

就
か
ず
閑
居
執
筆
に
専
念
し
、『
潜
夫
論
』
を
著
し
た
。
王
符
は
、

当
時
の
和
帝
、
安
帝
期
に
深
刻
化
し
た
社
会
的
腐
敗
を
憂
い
、
官

僚
政
治
や
辺
境
管
理
、
学
問
、
風
俗
な
ど
様
々
な
方
面
か
ら
社
会

の
時
弊
を
論
じ
た

（
注
37
）

。
○
昔
武
王
邑
姜
娠
太
叔
～
成
王
滅
唐
遂

以
封
之
…
…
本
篇
「
此
謂
厲
妖
之
夢
、
其
類
可
推
也
」
節
に
前

出
。
○
詩
曰
、
維
熊
維
羆
、
男
子
之
祥
、
此
象
夢
也
…
…
小
雅
の

斯
干
に
見
え
る
句
。
同
様
に
象
徴
性
の
あ
る
夢
は
小
雅
の
無
羊
に

も
見
え
る
。「
牧
人
乃
夢
、
衆
維
魚
矣
、
旐
維
旟
矣
。
大
人
占
之
、

衆
維
魚
矣
、
実
維
豊
年
。
旐
維
旟
矣
、
室
家
溱
溱
。」
○
孔
子
思

周
公
徳
、
夜
即
夢
之
、
此
精
夢
也
…
…
意
精
の
夢
。
あ
る
特
定
の

こ
と
に
つ
い
て
深
思
し
て
見
る
夢
。『
周
礼
』『
列
子
』
の
「
思

夢
」
と
も
通
ず
る
。「
覚
時
所
思
念
之
而
夢
。」（『
周
礼
』
鄭
玄

注
）
○
想
夢
…
…
記
想
の
夢
。
昼
間
に
思
っ
た
こ
と
が
反
映
さ
れ

る
夢
。

【
２
】 

○
人
夢
…
…
人
位
の
夢
。
地
位
や
立
場
に
応
じ
て
み
る

夢
。
○
陰
雨
之
夢
使
人
厭
迷
～
此
感
夢
也
…
…
風
雨
寒
暑
な
ど
陰

陽
の
気
に
刺
激
さ
れ
て
見
る
夢
。
○
時
夢
…
…
応
時
の
夢
。「
時
」

は
四
時
の
こ
と
。
季
節
ご
と
の
特
性
を
反
映
す
る
夢
。
○
晋
文
公
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城
濮
之
戦
、
夢
楚
子
伏
己
而
盬
其
脳
、
本
大
悪
也
、
及
戦
乃
大

勝
、
此
反
夢
也
…
…
極
反
の
夢
。
晋
文
公
の
夢
は
宗
空
篇
に
前

出
。
○
陰
病
夢
寒
、
陽
病
夢
熱
、
内
病
夢
乱
、
外
病
夢
発
、
百
病

之
夢
、
或
散
或
集
、
此
病
夢
也
…
…
体
内
の
陰
気
も
し
く
は
陽
気

が
標
準
を
超
え
た
り
（
実
証
）
か
下
回
っ
た
り
し
て
（
虚
証
）、

陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
こ
と
で
見
る
夢
。「
陰
病
夢
寒
」
は
、

陰
気
が
盛
ん
と
な
り
身
体
を
温
め
る
機
能
が
低
下
す
る
た
め
寒
さ

を
感
じ
る
夢
を
見
る
こ
と
。「
陽
病
夢
熱
」
は
そ
の
反
対
。
本
篇

の
「
気
盛
」
や
『
素
問
』
脈
要
精
微
論
の
「
陰
気
盛
則
夢
渉
大
水

而
恐
懼
、
陽
気
盛
則
夢
大
火
而
燔
焫
」
も
同
様
。「
内
病
」
は
、

身
体
に
影
響
を
与
え
る
内
的
要
因
（
喜
・
怒
・
哀
・
悲
・
恐
・

驚
・
憂
・
思
の
七
情
）
に
よ
る
病
。「
外
病
」
は
気
候
な
ど
の
外

的
要
因
（
風
・
寒
・
暑
・
湿
・
燥
・
火
の
六
淫
）
に
よ
る
病
。
○

性
夢
…
…
性
情
の
夢
。
夢
の
内
容
と
い
う
よ
り
も
、
夢
に
対
す
る

態
度
に
言
及
す
る
語
。
各
々
の
心
情
に
よ
り
夢
の
吉
凶
を
推
測
す

る
こ
と
。

【
３
】 

○
差
忒
…
…
く
い
違
う
こ
と
。「
忒
」
は
違
う
こ
と
、
変

わ
る
こ
と
。「
忒
、
変
也
。」（『
詩
』
瞻
卬
「
鞫
人
忮
忒
」
毛
伝
）

○
比
擬
相
肖
…
…
「
比
擬
」「
相
肖
」
と
も
に
比
較
し
て
似
て
い

る
こ
と
。
○
凝
念
注
神
…
…
精
神
を
集
中
し
て
思
う
こ
と
。「
念
、

常
思
也
。」（『
説
文
』
段
玉
裁
注
）『
論
衡
』
の
「
精
念
存
想
」

（
訂
鬼
）
も
同
様
。
○
昼
有
所
思
、
夜
夢
其
事
…
…
『
列
子
』
に

「
昼
想
夜
夢
」（
周
穆
王
）
と
あ
る
。
○
五
行
王
相
…
…
陰
陽
家
の

い
わ
ゆ
る
王
相
（
休
王
）
説
。
五
行
相
生
・
相
剋
説
に
基
づ
き
、

五
行
間
の
相
性
を
「
王
・
相
・
死
・
囚
・
老
」
で
示
す
。
六
夢
篇

に
前
出
。「
弁
陰
陽
之
気
。」（『
周
礼
』
春
官
・
占
夢
）「
陰
陽
之

気
、
休
王
前
後
。」（
鄭
玄
注
）
○
占
夢
之
大
略
也
…
…
占
夢
の
要

点
。「
此
其
大
略
也
。」（『
孟
子
』
滕
文
公
上
）「
略
、
要
也
。」

（
趙
岐
注
）
○
豈
覚
為
陽
、
寐
為
陰
、
陰
陽
之
務
相
反
故
耶
…
…

人
の
行
動
は
、
陽
に
属
す
る
覚
醒
時
と
陰
に
属
す
る
睡
眠
時
に
二

分
さ
れ
る
。「
臥
夢
為
陰
候
、
覚
為
陽
占
。」（『
論
衡
』
紀
妖
）
占

夢
が
「
大
略
」
通
り
に
い
か
な
い
の
は
、
睡
眠
時
の
夢
を
覚
醒
時

に
占
う
と
い
う
行
為
自
体
が
、
陰
と
陽
と
の
背
反
を
招
く
た
め
だ

と
す
る
考
え
方
。
王
符
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
占
夢
の
「
類
を
失

し
て
い
た
」
者
（
も
し
く
は
「
占
夢
の
大
略
」
に
慎
重
な
態
度
を

取
ら
な
い
者
）
に
よ
る
詭
弁
の
一
種
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
４
】 

○
貌
堅
体
健
…
…
落
ち
着
い
て
堅
実
な
さ
ま
、
身
体
が
健

康
で
あ
る
こ
と
。
○
器
械
、
新
成
方
正
…
…
「
器
械
」
は
礼
器
と

武
具
。「
器
械
、
礼
楽
之
器
及
兵
甲
也
。」（『
礼
記
』
大
伝
「
異
器

械
」
鄭
玄
注
）「
方
正
」
は
建
築
や
器
具
の
仕
上
が
り
に
歪
み
が

な
い
こ
と
。
○
温
和
升
上
…
…
気
候
が
温
和
な
こ
と
と
、
昇
進
と

い
っ
た
状
況
の
向
上
。
○
穢
臭
汚
濁
、
腐
爛
枯
槁
…
…
汚
臭
の
す

る
も
の
や
、
腐
乱
物
、
枯
れ
た
植
物
な
ど

（
注
38
）

。
○
傾
倚
徴
邪

…
…
一
方
に
傾
き
歪
ん
だ
さ
ま
。「
徴
」
は
「
微
（
違
）」

（
注
39
）

、
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「
邪
」
は
「
斜
」
に
通
ず
。
○
劓
刖
不
安
…
…
「
劓
刖
」
は
危
う

く
不
安
定
な
さ
ま
。
上
の
「
新
成
方
正
」
に
対
応
す
る
。「
劓
刖
、

困
于
赤
紱
。」（『
易
』
困
）「
荀
王
粛
本
、
劓
刖
作
臲
〔
梟
兀
〕、

云
不
安
貌
、
陸
同
。」（『
経
典
釈
文
』）
○
図
画
胎
卵
…
…
胎
生
で

ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
い
も
の
や
、
孵
化
し
て
い
な
い
卵
な
ど
を
描

く
こ
と
。「
卵
胎
、
物
之
未
成
者
、
故
為
「
見
欺
紿
」。」（『
潜
夫

論
校
正
』）
○
刻
鏤
非
真
…
…
ま
が
い
も
の
の
彫
刻
。
○
欺
紿

…
…
あ
ざ
む
く
こ
と
。
○
倡
優
俳
儛
…
…
歌
や
雑
技
や
踊
り
、
道

化
芝
居
で
観
客
を
楽
し
ま
せ
る
芸
人
。
○
小
児
…
…
直
前
の
「
倡

優
俳
儛
」
と
文
意
が
連
続
す
る
も
の
と
考
え
、「
侏
儒
（
背
丈
の

低
い
人
間
、
芸
人
）」
と
ほ
ぼ
同
義
と
取
る
。「
優
倡
侏
儒
」（『
管

子
』
立
政
九
敗
解
、「
今
俳
優
、
侏
儒
」（『
荀
子
』
正
論
）
○
大

都
…
…
概
略
、
あ
ら
ま
し
。「
且
命
工
人
存
其
大
都
焉
。」（
韓
愈

「
画
記
」）

（
注
40
）

【
５
】 

○
所
夢
不
察
而
燕
潰
冒
名
也
…
…
「
燕
」
は
、
愚
か
で
あ

る
こ
と
、
無
知
。「
潰
」
は
乱
れ
る
。「
潰
冒
」
は
、
散
乱
し
て
逆

流
す
る
こ
と
。
○
惟
有
精
誠
所
感
…
…
こ
こ
で
は
己
の
純
粋
誠
実

な
心
が
感
じ
う
る
こ
と
で
見
る
夢
。「
精
誠
」
は
真
心
、
誠
意
。

「
精
誠
相
射
。」（『
潜
夫
論
』
交
際
）、「
精
誠
感
于
内
、
形
気
動
于

天
。」（『
淮
南
子
』
泰
族
）
○
君
子
之
異
夢
、
非
妄
也
、
必
有
事

故
焉
、
小
人
之
異
夢
、
非
栄
也
、
必
有
真
機
焉
…
…
「
異
夢
」

は
、
夢
者
に
と
っ
て
通
常
と
異
な
る
よ
う
に
感
じ
る
夢
。
君
子
に

と
っ
て
の
異
夢
は
、〔
君
子
と
い
う
高
い
人
間
性
に
そ
ぐ
わ
な
い
〕

不
合
理
な
も
の
で
は
な
く
、
何
か
し
ら
の
意
味
が
あ
っ
て
見
る
も

の
で
あ
る
こ
と
。
ま
た
小
人
に
と
っ
て
の
異
夢
は
、〔
愚
昧
な
者

に
似
つ
か
わ
し
く
な
い
不
可
思
議
な
夢
で
も
、
そ
れ
は
〕
栄
誉
と

関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
神
妙
な
は
た
ら
き
を
内
に
持
つ
も
の
で

あ
る
こ
と
。「
真
機
」
は
玄
妙
の
理
。
ま
こ
と
の
き
ざ
し
。
○
連

類
博
観
…
…
類
似
す
る
も
の
を
繋
げ
な
が
ら
、
広
く
観
察
す
る
こ

と
。

【
６
】 

○
太
姒
有
吉
夢
…
…
『
逸
周
書
』
程
寤
篇
に
見
え
る
。
商

の
朝
廷
に
荊
棘
が
生
え
、
ま
た
太
子
発
（
武
王
）
が
周
の
朝
廷
に

生
え
た
梓
を
植
え
替
え
る
と
松
柏
に
変
化
し
た
夢
。『
夢
占
逸
旨
』

吉
事
篇
に
前
出
。
○
虢
公
夢
見
蓐
收
賜
之
土
田
、
自
以
為
有
吉

…
…
虢
は
周
文
王
の
弟
で
あ
る
虢
仲
が
封
ぜ
ら
れ
た
地
（
西
虢
）。

平
王
の
東
遷
に
よ
っ
て
国
を
移
し
南
虢
と
な
る
。
春
秋
時
代
、
晋

に
滅
ぼ
さ
れ
る
。
蓐
收
は
刑
罰
を
司
る
神
の
名
。
西
方
・
秋
・

白
・
金
・
刑
な
ど
を
象
徴
す
る
。「
蓐
收
、
西
方
白
虎
金
正
之
官

也
。」（『
国
語
』
晋
語
二
「
如
君
之
言
、
則
蓐
收
也
」
韋
昭
注
）

「
孟
秋
之
月
…
…
其
神
蓐
收
。」（『
礼
記
』
月
令
）、「
金
正
曰
蓐

收
。」『
左
伝
』
昭
公
二
十
九
年
）
○
史
嚚
令
国
人
賀
夢
、
聞
憂
而

喜
、
故
能
成
凶
、
以
滅
其
封
…
…
史
嚚
は
虢
の
太
史
。
蓐
收
が
虢

公
に
「
晋
を
汝
の
国
に
入
ら
せ
よ
う
」
と
告
げ
た
夢
は
、
本
来
凶

夢
（
晋
に
滅
ぼ
さ
れ
る
こ
と
の
予
兆
）
で
あ
っ
た
が
、
虢
公
は
吉
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夢
（
晋
が
自
国
に
投
降
す
る
）
と
思
い
こ
み
、
国
民
に
そ
の
夢
を

祝
福
さ
せ
た
。
○
易
曰
、
使
知
懼
、
又
明
於
憂
患
与
故
…
…
『
易
』

は
人
間
行
動
の
指
針
の
書
で
あ
り
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
変
化
流
転

の
道
を
観
察
す
れ
ば
、
人
は
畏
懼
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
と
知
り
、

憂
患
に
遭
遇
し
た
時
は
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
い
う
こ

と
（
注
41
）

。
○
凡
有
異
夢
感
心
、
無
問
善
悪
、
常
恐
懼
修
省
、
以
徳

迎
之
、
乃
能
逢
吉
…
…
異
夢
に
対
し
「
敢
え
て
吉
に
康
ん
」
じ
な

か
っ
た
文
王
と
、「
自
ら
以
て
吉
あ
り
と
為
」
し
た
虢
公
と
の
対

比
、
お
よ
び
『
易
』
の
言
葉
を
受
け
、
異
夢
の
吉
凶
を
容
易
に
確

信
せ
ず
、
ま
ず
は
道
義
に
基
づ
く
行
い
を
通
じ
て
夢
に
向
か
い
合

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

訳
者
注

（
１
）
以
下
、『
夢
占
逸
旨
』
の
版
本
に
つ
い
て
訳
注
者
の
現
在
の
知
見
を
簡

単
に
ま
と
め
て
お
く
。

　

従
来
最
も
ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
て
い
た
版
本
は
、呉
省
蘭
輯『
芸
海
珠
塵
』

所
収
本
で
あ
る
（
本
稿
で
は
「
芸
本
」
と
称
し
て
い
る
）。
一
方
、
芸
本

と
の
異
同
が
多
く
認
め
ら
れ
る
別
種
の
版
本
と
し
て
、
陳
士
元
『
帰
雲

別
集
』
所
収
の
『
夢
占
逸
旨
』
が
あ
る
（
本
稿
で
は
「
帰
本
」
と
称
し

て
い
る
）。
資
料
の
引
用
お
よ
び
書
式
に
つ
い
て
は
、
芸
本
の
方
が
全
体

的
に
整
っ
て
い
る
も
の
の
、
中
に
は
帰
本
に
見
ら
れ
な
い
誤
記
も
確
認

で
き
る
た
め
、
ど
ち
ら
が
『
夢
占
逸
旨
』
の
原
初
形
態
に
近
い
か
に
つ

い
て
は
容
易
に
は
判
断
し
か
ね
る
。
し
か
し
、
訳
注
者
は
、『
夢
占
逸
旨
』

関
連
研
究
に
お
い
て
帰
本
を
底
本
と
し
て
扱
う
前
例
が
な
く
、
ま
た
、

自
撰
集
所
収
の
帰
本
の
ほ
う
が
原
初
の
形
態
に
近
い
可
能
性
が
高
い
と

考
え
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
訳
注
作
業
で
は
帰
本
を
底
本
と
し
、
芸
本

を
校
本
と
し
て
参
照
し
た
。

　

上
記
の
基
本
方
針
の
も
と
、
二
〇
〇
八
年
か
ら
開
始
し
た
訳
注
作
業

で
あ
っ
た
が
、
昨
年
訳
注
者
は
『
夢
占
逸
旨
』
明
刊
本
が
台
湾
の
傅
斯

年
図
書
館
に
現
存
す
る
こ
と
を
偶
然
に
知
り
実
見
調
査
を
行
っ
た
。
調

査
途
中
の
た
め
未
だ
そ
の
全
貌
を
把
握
す
る
に
は
到
っ
て
い
な
い
が
、

現
時
点
で
確
認
で
き
て
い
る
こ
と
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

① 

『
夢
占
逸
旨
』
本
文
に
付
さ
れ
た
注
釈
は
、従
来
陳
士
元
本
人
に
よ
る

も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
明
刊
本
は
こ
れ
を
子
の
陳
堦
に
よ
る
注
と

し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
自
注
」
は
「
他
注
」
で
あ
っ
た
こ
と
。

② 

明
刊
本
の
本
文
お
よ
び
注
の
内
容
は
、
帰
本
よ
り
も
む
し
ろ
芸
本
と

よ
く
一
致
す
る
こ
と
。

③ 

明
刊
本
に
は
陳
毅
（
士
可
、
一
八
七
三
年
～
没
年
不
詳
）
に
よ
る
題

記
が
書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

　

①
に
つ
い
て
は
、『
夢
占
逸
旨
』
の
構
成
と
編
著
者
の
実
態
が
い
か
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
う
点
が
今
後
の
大
き
な
問
題
と
な
ろ
う
。
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②
に
つ
い
て
は
、
帰
本
よ
り
も
む
し
ろ
芸
本
の
ほ
う
が
明
刊
本
に
近

い
性
格
を
持
つ
版
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
帰
本

の
版
本
的
性
格
を
今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

③
に
つ
い
て
は
、
陳
毅
が
明
刊
本
『
夢
占
逸
旨
』
を
入
手
し
た
経
路
、

お
よ
び
該
書
が
台
湾
へ
の
流
出
し
た
経
緯
な
ど
興
味
深
い
問
題
も
多
い

た
め
、
引
き
続
き
調
査
を
続
け
て
い
く
。
ま
た
、
陳
毅
が
『
夢
占
逸
旨
』

の
特
性
に
つ
い
て
、
当
時
の
心
理
学
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、「
占
夢
之

術
雖
近
迷
信
、
然
神
意
之
間
何
以
生
此
幻
象
、
亦
講
心
理
学
者
至
難
解

決
之
疑
問
。
此
書
徴
䌫揮
宏
博
、
信
可
供
研
究
之
資
」
と
言
及
す
る
点
は
、

清
朝
か
ら
民
国
へ
の
移
行
期
に
、
西
洋
科
学
と
り
わ
け
心
理
学
と
の
関

わ
り
か
ら
な
さ
れ
た
夢
に
対
す
る
再
評
価
の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
な

資
料
と
な
ろ
う
。

　

以
上
、
明
刊
本
『
夢
占
逸
旨
』
の
発
見
と
実
見
調
査
に
よ
っ
て
、
新

た
に
考
察
す
べ
き
問
題
が
い
く
つ
も
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
訳
注
に
お
け
る
不
備
を
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
今
後
は
調
査
の

成
果
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
方
針
を
見
直
し
、
再
度
内
容
の

確
認
・
修
正
作
業
を
進
め
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

（
２
）「
不
識
感
変
之
所
起
者
、
事
至
則
惑
其
所
由
然
。
識
感
変
之
所
起
者
、

事
至
則
知
其
所
由
然
。
知
其
所
由
然
、
則
無
所
怛
。
一
体
之
盈
虚
消
息
、

皆
通
於
天
地
、
応
於
物
類
。」（『
列
子
』
周
穆
王
）

（
３
）「
黄
帝
曰
、
願
聞
淫
邪
泮
衍
奈
何
。
岐
伯
曰
、
正
邪
従
外
襲
内
、
而
未

有
定
舍
、
反
淫
于
蔵
、
不
得
定
処
、
与
営
衛
倶
行
、
而
与
魂
魄
飛
揚
、

使
人
臥
不
得
安
而
喜
夢
。
気
淫
于
府
、
則
有
余
于
外
、
不
足
於
内
。
気

淫
于
蔵
、
則
有
余
于
内
、
不
足
于
外
。
黄
帝
曰
、
有
余
不
足
有
形
乎
。

岐
伯
曰
、陰
気
盛
、則
夢
渉
大
水
而
恐
懼
。
陽
気
盛
、則
夢
大
火
而
燔
炳
。

陰
陽
倶
盛
則
夢
相
殺
。
上
盛
則
夢
飛
、
下
盛
則
夢
堕
。
甚
飢
則
夢
取
、

甚
飽
則
夢
予
。
肝
気
盛
則
夢
怒
。
肺
気
盛
則
夢
恐
懼
哭
泣
飛
揚
。
心
気

盛
則
夢
善
笑
恐
畏
。
脾
気
盛
則
夢
歌
楽
身
体
重
不
挙
。
腎
気
盛
則
夢
腰

脊
両
解
不
属
。
凡
此
十
二
盛
者
、至
而
写
之
立
已
。」（『
黄
帝
内
経
霊
枢
』

第
四
十
三 

淫
邪
発
夢
篇
）

（
４
）「
是
知
陰
盛
則
夢
渉
大
水
恐
懼
。
陽
盛
則
夢
大
火
燔
灼
。
陰
陽
倶
盛
則

夢
相
殺
毀
傷
。
上
盛
則
夢
飛
、
下
盛
則
夢
堕
。
甚
飽
則
夢
予
、
甚
飢
則

夢
取
。
肝
気
盛
則
夢
怒
。
肺
気
盛
則
夢
哭
。
短
虫
多
則
夢
聚
衆
、
長
虫

多
則
夢
相
撃
毀
傷
。」（『
黄
帝
内
経
素
問
』
第
十
六 

脈
要
精
微
論
）

（
５
）「
一
体
之
盈
虚
消
息
、
皆
通
於
天
地
、
応
於
物
類
。
陰
気
壮
、
則
夢
渉

大
水
而
恐
懼
。
陽
気
壮
、則
夢
渉
大
火
而
燔
焫
。
陰
陽
倶
壮
、則
夢
生
殺
。

甚
飽
則
夢
与
、
甚
飢
則
夢
取
。
是
以
以
浮
虚
為
疾
者
、
則
夢
揚
。
以
沈

実
為
疾
者
、
則
夢
溺
。
藉
帯
而
寝
則
夢
蛇
、
飛
鳥
銜
髮
則
夢
飛
。
将
陰

夢
火
、
将
疾
夢
食
。
飲
酒
者
憂
、
歌
舞
者
哭
。
子
列
子
曰
、
神
遇
為
夢
、

形
接
為
事
。
故
昼
想
夜
夢
、
神
形
所
遇
。
故
神
凝
者
想
夢
自
消
。
信
覚

不
語
、
信
夢
不
達
。
物
化
之
往
来
者
也
。
古
之
真
人
、
其
覚
自
忘
、
其

寝
不
夢
。
幾
虚
語
哉
。」（『
列
子
』
周
穆
王
）

（
６
）『
類
経
』
張
景
岳
注
で
は
、
五
気
を
五
蔵
（
心
肺
肝
脾
腎
）
か
ら
生
じ

る
気
と
し
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
か
ら
生
じ
る
喜
怒
悲
憂
恐
を
五
志
と
す
る
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（
巻
二
）。

（
７
）
元
魏
の
瞿
曇
般
若
流
支
訳
の
『
正

し
ょ
う
ぼ
う
ね
ん
じ
ょ
き
ょ
う

法
念
処
経
』
に
「
若
虫
歓
喜
有
力
、

多
見
諸
夢
、
或
善
不
善
、
以
虫
過
故
、
以
虫
流
行
於
心
脈
故
、
夢
見
衆
相
」

（
巻
第
六
十
五
身
念
処
品
第
七
之
二
）
と
あ
る
。『
正
法
念
処
経
』
は
世

尊
に
よ
る
「
正
法
念
処
法
門
」
の
広
説
で
、主
な
内
容
は
地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
・
天
上
に
関
す
る
事
象
で
あ
る
。「
身
念
処
品
」
は
人
体
の
生
理
現

象
を
「
風
」「
虫
」
で
詳
述
し
、
中
で
も
歓
喜
虫
と
臆
念
虫
は
人
間
の
髄

に
宿
り
人
に
夢
を
見
さ
せ
る
虫
と
さ
れ
て
い
る
。

（
８
）「
是
以
少
気
之
厥
、
令
人
妄
夢
、
其
極
至
迷
。
三
陽
絶
、
三
陰
微
、
是

為
少
気
。
是
以
肺
気
虚
則
使
人
夢
見
白
物
、
見
人
斬
血
藉
藉
。
得
其
時

則
夢
見
兵
戦
。
腎
気
虚
則
使
人
夢
見
舟
船
溺
人
。
得
其
時
則
夢
伏
水
中
、

若
有
畏
恐
。
肝
気
虚
則
夢
見
菌
香
生
草
、
得
其
時
則
夢
伏
樹
下
不
敢
起
。

心
気
虚
則
夢
救
火
陽
物
、
得
其
時
則
夢
燔
灼
。
脾
気
虚
則
夢
飲
食
不
足
、

得
其
時
則
夢
築
垣
蓋
屋
。
此
皆
五
蔵
気
虚
、
陽
気
有
余

0

0

0

0

、
陰
気
不
足

0

0

0

0

、

合
之
五
診
、
調
之
陰
陽
、
以
在
経
脈
。」（『
黄
帝
内
経
素
問
』
第
八
十 

方
盛
衰
論
）

（
９
）「
少
気
之
厥
、
令
人
妄
夢
、
其
極
至
迷
。
三
陽
絶
、
三
陰
微
、
是
為
少

気
」（
注
８
参
照
）
の
「
少
気
之
厥
」
は
、
体
内
の
気
が
不
足
し
、
陰
陽

の
気
の
流
れ
が
微
弱
で
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
れ
て
し
ま
っ
た
状
態
。

（
10
）
も
と
帰
本
に
あ
っ
た
「
少
陰
」
は
、
中
医
学
の
病
証
名
。「
少
陰
病
、

下
利
清
穀
、
裏
寒
外
熱
、
手
足
厥
逆
、
脈
微
欲
絶
。」
こ
の
「
少
陰
」
に

つ
い
て
、
金
載
斗
訳
注
『
夢
占
逸
旨
뭉
천
일
치
』（
은
행
나
무
、
二
〇
〇

八
年
十
一
月
）
は
、腎
虚
の
説
明
と
し
て
の
「
少
陰
不
至
者
、厥
也
」（『
黄

帝
内
経
素
問
』
脈
解
）
を
引
く
が
、
こ
れ
は
色
欲
過
度
に
よ
る
少
陰
腎

経
の
経
気
が
四
肢
に
到
達
し
え
な
い
こ
と
を
言
い
、『
夢
占
逸
旨
』
の
い

う
「
気
虚
」「
邪
寓
」
の
夢
と
相
容
れ
な
い
。

（
11
）「
厥
気
客
于
心
、
則
夢
見
丘
山
烟
火
。
客
于
肺
、
則
夢
飛
揚
、
見
金
鉄

之
奇
物
。
客
于
肝
、
則
夢
山
林
樹
木
。
客
于
脾
、
則
夢
見
丘
陵
大
沢
壊

屋
風
雨
。
客
于
腎
、
則
夢
臨
淵
没
居
水
中
。
客
于
膀
胱
、
則
夢
遊
行
。

客
于
胃
、
則
夢
飲
食
。
客
于
大
腸
、
則
夢
田
野
。
客
于
小
腸
、
則
夢
聚

邑
衝
衢
。
客
于
胆
、則
夢
闘
訟
自
刳
。
客
于
陰
器
、則
夢
接
内
。
客
于
項
、

則
夢
斬
首
。
客
于
脛
、
則
夢
行
走
而
不
能
前
、
及
居
深
地
窌
苑
中
。
客

于
股
肱
、則
夢
礼
節
拝
起
。
客
于
胞
䐈
、則
夢
溲
便
。
凡
此
十
五
不
足
者
、

至
而
補
之
立
已
也
。」（『
黄
帝
内
経
霊
枢
』第
四
十
三 

淫
邪
発
夢
篇
）、「
是

以
少
気
之
厥
、
令
人
妄
夢
、
其
極
至
迷
。」（『
黄
帝
内
経
素
問
』
第
八
十 

方
盛
衰
論
）

（
12
）（
注
5
）
を
参
照
。

（
13
）（
注
5
）
を
参
照
。

（
14
）「
或
曰
、
人
亦
有
直
夢
。
夢
見
甲
、
明
日
則
見
甲
矣
。
夢
見
君
、
明
日

則
見
君
矣
。
曰
、然
。
人
有
直
夢
直
夢
皆
象
也
。
其
象
直
耳
。
何
以
明
之
。

直
夢
者
、夢
見
甲
、夢
見
君
、明
日
見
甲
与
君
。
此
直
也
。
如
問
甲
与
君
、

甲
与
君
則
不
見
也
。甲
与
君
不
見
、所
夢
見
甲
与
君
者
、象
類
之
也
。」（『
論

衡
』
紀
妖
）

（
15
）「
鄭
人
有
薪
於
野
者
、
遇
駭
鹿
、
御
而
撃
之
、
斃
之
。
恐
人
見
之
也
。
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遽
而
蔵
諸
隍
中
、
覆
之
以
蕉
、
不
勝
其
喜
。
俄
而
遺
其
所
蔵
之
処
。
遂

以
為
夢
焉
。
順
塗
而
詠
其
事
。
傍
人
有
聞
者
、
用
其
言
而
取
之
。
既
帰

告
其
室
人
曰
、
向
薪
者
夢
得
鹿
而
不
知
其
処
。
吾
今
得
之
。
彼
直
真
夢

者
矣
。
室
人
曰
、
若
将
是
夢
見
薪
者
之
得
鹿
邪
。
詎
有
薪
者
邪
。
今
真

得
鹿
是
若
之
夢
真
邪
。
夫
曰
、
吾
拠
得
鹿
、
何
用
知
彼
夢
我
夢
邪
。
薪

者
之
帰
不
厭
失
鹿
。
其
夜
真
夢
蔵
之
之
処
。
又
夢
得
之
之
主
。
爽
旦
案

所
夢
而
尋
得
之
。
遂
訟
而
争
之
、
帰
之
士
師
。
士
師
曰
、
若
初
真
得
鹿

妄
謂
之
夢
、
真
夢
得
鹿
妄
謂
之
実
。
彼
真
取
若
鹿
而
与
若
争
鹿
、
室
人

又
謂
夢
認
人
鹿
無
人
得
鹿
。今
拠
有
此
鹿
請
二
分
之
以
聞
鄭
君
。鄭
君
曰
、

嘻
、
士
師
将
復
夢
分
人
鹿
乎
。
訪
之
国
相
。
国
相
曰
、
夢
与
不
夢
、
臣

所
不
能
弁
也
。
欲
弁
覚
夢
、
唯
黄
帝
孔
丘
。」（『
列
子
』
周
穆
王
）

（
16
）「
晋
書
、
劉
浩
、
事
祖
母
極
孝
、
家
貧
、
夢
人
謂
之
曰
、
西
籬
下
有
粟
。

寤
而
掘
之
、
得
粟
十
五
鐘
、
銘
曰
、
七
年
粟
百
石
、
以
賜
孝
子
劉
浩
。

自
是
食
之
七
載
方
尽
。」（『
夢
占
逸
旨
』
草
木
「
劉
浩
夢
籬
下
粟
」
注
）

た
だ
し
、『
晋
書
』
で
は
「
劉
殷0

」
と
な
っ
て
い
る
（
注
17
参
照
）。

（
17
）「
劉
殷
字
長
盛
、
新
興
人
也
。
…
…
嘗
夜
夢
人
謂
之
曰
、
西
籬
下
有
粟
。

寤
而
掘
之
、
得
粟
十
五
鍾
、
銘
曰
七
年
粟
百
石
、
以
賜
孝
子
劉
殷
。
自

是
食
之
、
七
載
方
尽
。
時
人
嘉
其
至
性
通
感
、
競
以
穀
帛
遺
之
。
殷
受

而
不
謝
、
直
云
待
後
貴
当
相
酬
耳
。」（『
晋
書
』
劉
殷
伝
）

（
18
）「
梁
康
王
友
孜
、
目
重
瞳
子
、
嘗
竊
自
負
、
以
為
当
為
天
子
。
貞
明
元

年
、
末
帝
徳
妃
薨
、
将
葬
、
友
孜
使
刺
客
夜
入
寝
中
。
末
帝
方
寐
、
夢

人
害
己
、
既
寤
、
聞
榻
上
宝
剣
鎗
然
有
声
、
躍
起
、
抽
剣
曰
、
将
有
変
邪
。

乃
索
寝
中
、
得
刺
客
、
手
殺
之
。」（『
新
五
代
史
』
太
祖
子
康
友
孜
）

（
19
）「
尹
儒
学
御
三
年
而
不
得
焉
。
苦
痛
之
夜
夢
受
秋
駕
於
其
師
。
明
日
往

朝
其
師
望
而
謂
之
曰
吾
非
愛
道
也
。
恐
子
之
未
可
与
也
。
今
日
将
教
子

以
秋
駕
。
尹
儒
反
走
北
面
再
拝
曰
、
今
昔
臣
夢
受
之
先
為
其
師
言
所
夢
。

所
夢
固
秋
駕
。
已
上
二
士
者
可
謂
能
学
矣
。
可
謂
無
害
之
矣
。
此
其
所

以
観
後
世
已
痛
悼
也
。
秋
駕
御
法
也
。」（『
呂
氏
春
秋
』
博
志
）

（
20
）「
尹
需
学
御
、
三
年
而
無
得
焉
。
私
自
苦
痛
、
常
寝
想
之
。
中
夜
、
夢

受
秋
駕
于
師
。
明
日
往
朝
、
師
望
之
、
谓
之
曰
、
吾
非
愛
道
于
子
也
、

恐
子
不
可
予
也
。
今
日
教
子
以
秋
駕
。
尹
需
反
走
、
北
面
再
拝
曰
、
臣

有
天
幸
、
今
夕
固
夢
受
之
。
故
老
子
曰
、
致
虚
極
、
守
静
篤
、
万
物
并
作
、

吾
以
観
其
復
也
。」

（
21
）「
殷
浩
、
字
深
源
、
陳
郡
長
平
人
也
。
父
羨
、
字
洪
喬
、
為
豫
章
太
守
。

都
下
人
士
因
其
致
書
者
百
余
函
、
行
次
石
頭
、
皆
投
之
水
中
、
曰
、
沈

者
自
沈
、
浮
者
自
浮
、
殷
洪
喬
不
為
致
書
郵
。
其
資
性
介
立
如
此
。
終

於
光
禄
勲
。
浩
識
度
清
遠
、
弱
冠
有
美
名
。
尤
善
玄
言
。
与
叔
父
融
倶

好
老
易
。
融
与
浩
口
談
則
辞
屈
、
著
篇
則
融
勝
、
浩
由
是
為
風
流
談
論

者
所
宗
。
或
問
浩
曰
、将
莅
官
而
夢
棺
、将
得
財
而
夢
糞
、何
也
。
浩
曰
、

官
本
臭
腐
、
故
将
得
官
而
夢
尸
。
銭
本
糞
土
、
故
将
得
銭
而
夢
穢
。
時

人
以
為
名
言
。」（『
晋
書
』
殷
浩
伝
）
ま
た
、『
世
説
新
語
』
文
学
篇
に

も
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
が
見
え
る
。「
人
有
問
殷
中
軍
、
何
以
将
得
位
而
夢

棺
器
、将
得
財
而
夢
矢
穢
。
殷
曰
、官
本
是
臭
腐
、所
以
将
得
而
夢
棺
屍
。

財
本
是
糞
土
、
所
以
将
得
而
夢
穢
汙
。
時
人
以
為
名
通
。」
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（
22
）『
説
苑
』
の
記
述
と
し
て
は
見
当
た
ら
な
い
が
、『
関
尹
子
』
に
「
曰

心
応
棗
、
肝
応
楡
。
我
通
天
地
、
将
陰
夢
水
、
将
晴
夢
火
、
天
地
通
我
」

（
二
柱
）
と
あ
る
。

（
23
）夢
が
自
身（
遵
誨
）で
は
な
く
他
者
の
貴
顕
を
暗
示
す
る
場
合
も
あ
る
。

「
太
祖
微
時
、
客
遊
至
漢
東
、
依
宗
本
、
而
遵
誨
憑
藉
父
勢
、
太
祖
毎
避

之
。
遵
誨
嘗
謂
太
祖
曰
、
毎
見
城
上
紫
雲
如
蓋
、
又
夢
登
高
台
、
遇
黒

蛇
約
長
百
尺
余
、
俄
化
龍
飛
騰
東
北
去
、
雷
電
隨
之
、
是
何
祥
也
。
太

祖
皆
不
対
。」（『
宋
史
』
董
遵
誨
伝
）

（
24
）「
夢
飲
酒
者
、
旦
而
哭
泣
。
夢
哭
泣
者
、
旦
而
田
獵
。
方
其
夢
也
、
不

知
其
夢
也
。」（『
荘
子
』
斉
物
論
）

（
25
）（
注
5
）
を
参
照
。

（
26
）（
注
5
）
を
参
照
。

（
27
）『
維
摩
経
義
疏
』
仏
道
品
第
八
に
「
如
餓
夫
夢
飯
。
無
有
飽
斯
」
と
あ

る
が
、『
夢
占
逸
旨
』
に
あ
る
「
仏
書
」
に
つ
い
て
は
詳
細
不
明
。

（
28
）「
飢
人
忽
夢
飯
甑
溢
、
夢
中
一
飽
百
憂
失
。」（
蘇
軾
「
次
韻
孔
毅
父
久

旱
已
而
甚
雨
三
首
」）

（
29
）「
病
人
多
夢
医
、
囚
人
多
夢
赦
、
如
何
春
来
夢
、
合
眼
在
郷
社
。」（
黄

庭
堅
「
謫
居
黔
南
十
首
」）

（
30
）「
趙
景
子
問
焉
、
曰
、
伯
有
猶
能
為
鬼
乎
。
子
産
曰
、
能
。
人
生
始
化

曰
魄
。
既
生
魄
。
陽
曰
魂
。
用
物
精
多
、
則
魂
魄
強
。
是
以
有
精
爽
至

於
神
眀
。
匹
夫
匹
婦
強
死
、其
魂
魄
猶
能
馮
依
於
人
、以
為
淫
厲
。」（『
左

伝
』
昭
公
七
年
）

（
31
）「
当
休
明
之
代
〔
物
不
為
妖
〕、
而
聚
怨
之
人
〔
鬼
将
有
報
〕。」（『
白

孔
六
帖
』
巻
九
十　

報
恩
六
）〔　

〕
内
は
、
孔
伝
の
続
撰
部
分
。

（
32
）「
鄭
以
救
公
誤
之
、
遂
失
秦
伯
、
秦
獲
晋
侯
以
帰
、
晋
大
夫
反
首
抜
舍

従
之
。
秦
伯
使
辞
焉
曰
、
二
三
子
何
其
慼
也
。
寡
人
之
従
君
而
西
也
、

亦
晋
之
妖
夢
是
践
。
豈
敢
以
至
。
狐
突
不
寐
而
与
神
言
、
故
謂
之
妖
夢
。

申
生
言
帝
許
罰
有
罪
。
今
将
晋
君
而
西
以
厭
息
。
此
語
践
厭
也
。」（『
左

伝
』
僖
公
十
五
年
、杜
預
注
）、「
晋
侯
改
葬
共
大
子
。
秋
、狐
突
適
下
国
、

遇
大
子
。
大
子
使
登
僕
、
而
告
之
曰
、
夷
吾
無
礼
。
余
得
請
於
帝
矣
。

将
以
晋
畀
秦
。
秦
将
祀
余
。
対
曰
、
臣
聞
之
、
神
不
歆
非
類
、
民
不
祀

非
族
。
君
祀
無
乃
殄
乎
。
且
民
何
罪
。
失
刑
乏
祀
。
君
其
図
之
。
君
曰
、

諾
。
吾
将
復
請
。
七
日
、
新
城
西
偏
、
将
有
巫
者
而
見
我
焉
。
許
之
、

遂
不
見
。
及
期
而
往
、
告
之
曰
、
帝
許
我
罰
有
罪
矣
。
敝
於
韓
。」（
僖

公
十
年
）

（
33
）「
房
州
刺
史 

梁
王
忠
、
年
浸
長
、
頗
不
自
安
、
或
私
衣
婦
人
服
以
備

刺
客
。
又
数
自
占
吉
凶
。
或
告
其
事
、
秋
、
七
月
、
乙
巳
、
廃
忠
為
庶
人
、

徙
黔
州
、
囚
於
承
乾
故
宅
。（
司
馬
光
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
百
、
唐
紀
十

六
、高
宗
顕
慶
五
年
（
六
六
〇
））
た
だ
し
、「
数
有
妖
夢
」
の
一
句
は
『
資

治
通
鑑
』
で
は
な
く
『
旧
唐
書
』『
新
唐
書
』
に
見
え
る
。「
忠 

年
漸
長

大
、
常
恐
不
自
安
、
或
私
衣
婦
人
之
服
、
以
備
刺
客
。
又
数
有
妖
夢
、

常
自
占
卜
。」（『
旧
唐
書
』
巻
八
十
六
）、「
俄
徙
房
州
刺
史
。
忠
寖
懼
不

聊
生
、
至
衣
婦
人
衣
、
備
刺
客
。
数
有
妖
夢
、
嘗
自
占
。
事
露
、
廃
為

庶
人
、
囚
黔
州
承
乾
故
宅
。」（『
新
唐
書
』
巻
八
十
一
）
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（
34
）
汪
継
培
箋
・
彭
鐸
校
正
『
潜
夫
論
箋
校
正
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五

年
）
は
「
諸
臭
汚
腐
爛
、枯
槁
絶
霧
、傾
倚
徴
邪
」
と
す
る
。
彭
鐸
氏
や
、

張
覚
『
潜
夫
論
全
訳
』（
貴
州
人
民
出
版
社
、一
九
九
九
年
）
に
よ
る
と
、

「
徴
」
は
「
微
」
の
誤
り
で
、「
違
」「
衰
微
」
の
意
と
通
ず
る
。

（
35
）
張
覚
氏
は
、『
夢
占
逸
旨
』
と
汪
継
培
箋
に
つ
い
て
「
義
未
安
」
と
し
、

「
乖
」
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。

（
36
）『
潜
夫
論
』
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、『
潜
夫
論
箋
校
正
』（
前
出
）

の
他
、
張
覚
『
潜
夫
論
全
訳
』（
貴
州
人
民
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
や
、

劉
文
英
『
梦
的
迷
信
与
梦
的
探
索
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇

〇
年
）
が
校
訂
を
行
っ
て
い
る
。『
夢
占
逸
旨
』
所
収
の
『
潜
夫
論
』
と

の
間
に
も
か
な
り
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
帰
本
を
尊
重

し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
校
異
も
し
く
は
注
釈
を
付
す
。

（
37
）『
後
漢
書
』
王
符
伝
、
張
覚
『
潜
夫
論
全
訳
』
前
言
「
一
、
王
符
的
生

平
事
迹
及
其
所
処
的
时
代
」

（
38
）
張
覚
氏
校
訂
本
に
は
「
穢
臭
汚
濁
腐
爛
、
枯
槁
絶
霧

0

0

」
と
あ
る
。
氏

は
「
枯
槁
」
を
人
間
の
や
せ
衰
え
た
さ
ま
、「
絶
霧
」
を
強
健
で
は
な
い

さ
ま
と
し
、
上
の
「
貌
堅
体
健
」
と
対
に
な
る
と
す
る
。

（
39
）
彭
鐸
は
「「
徴
」
蓋
「
微
」
字
之
誤
。
微
、
読
為
「
違
」」（『
潜
夫
論

箋
校
正
』）
と
し
、『
広
雅
』「
微
、
違
、
離
也
」
を
引
く
。

（
40
）
現
行
本
『
潜
夫
論
』
は
「
大
部
」
と
す
る
。「
大
部
：
大
体
。《
夢
占

逸
旨
》
引
文
作
〝
大
都
〟、
也
通
」（
張
覚
氏
注
）

（
41
）「
易
之
為
書
也
、
不
可
遠
、
為
道
也
屡
遷
。
変
動
不
居
、
周
流
六
虚
、

上
下
無
常
、
剛
柔
相
易
、
不
可
為
典
要
、
唯
変
所
適
。
其
出
入
以
度
，

外
内
使
知
懼
。
又
明
於
憂
患
与
故
、
無
有
師
保
、
如
臨
父
母
。」（
繋
辞

伝
下
）

（ 230 ）


